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土坑 SK642土器出土状況 (北から)

上約 1.Om分が抜き取られる。縦板は全部で 12枚あり、

側面の 5カ所の大柄で結合する。縦板の外面の中程には、

SE506と 同様な帯状の黒ずみがあり、外側にタガを廻 し

ていたと推定される。縦板は長さ2.7m以上、厚さ約 0.04

mで、幅約 2.7～ 2.8mと SE507に 比ベー定する。内

面は平滑に仕上げるのに対し、外面には手斧痕跡が明瞭

に残る。上器は遺物整理箱 17箱分出上した。

上坑は、SK642か ら土器が多量に出土するが、その

他は少量である。SK642の上器の出土状況は、完形品

が多い点、一部重なり合うものの無秩序な出土状況の点、

埋土は灰黒色上のほぼ 1層 の点など、SK636と ほぼ同様

の特徴があり、上から下まで一気に埋まったものと考え

られる。上器は遺物整理箱 22箱分出上した。

石組遺構は、いずれも石組みが 1・ 2段分残存 してい

おり、深さは 0,25～ 0。6mある。大半が平面長方形で、

SX808の み平面逆 L字形である。SX808か らは 16世

紀中頃の上器が遺物整理箱 5箱分出上した。

SX806は、平瓦 と土器を積み上げ、内法径約 0。3m、

深さ0.2mの 円形の枠を築いた性格不明の遺構である。

14世紀後半頃の瓦質土器片を枠に使用している。

江戸時代の遺構 井戸 1基 (SE507)、 土坑多数 (SK645

～ 665他 )、 濤 (SD107～ 109)、 埋桶遺構 1基 (SX813)

があり、整地土 Iま たはⅢ上面で検出した。大きく17

世紀前半、18世紀初頭、18世紀末～ 19世紀中頃の 3

時期の遺構 。遺物が目立ち、18世紀末～ 19世紀中頃の

遺物量が非常に多い。

井戸は 18世紀初頭の SE507の みである。SE507は

平面円形の石組みで、上から2.8m分が抜き取られてい

る。3.6mま で掘削したが底には至らなかった。井戸枠

内からは、屋根材 と考えられる柿板が出上した。井戸枠

抜き取 り跡から、遺物整理箱 33箱分の遺物が出上した。
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土九には 17世紀前半のものと、18世紀末～ 19世紀

中頃ものがある。後者は発掘区中央部に多 く分布し、大

量の遺物が出上した。

SK645・ 646は、いずれも平面楕円形でほぼ垂直に掘

られ、底は平坦である。埋土から増蝸・銅滓が出上した

が焼土等は合まない。南側の土坑 SK647か らも鋳造関
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発掘区全景 北半部上層 (南西から)

発掘区全景 南半部上層 (西から)
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係の遺物が出土した。いずれも17世紀初頭のものである。

SK649～ 653は発掘区北端の整地上Ⅱの下で検出し

た土坑で、SK651からは土師器皿が完形でまとまって出

土した。いずれも 17世紀中頃のものである。

SK656は 平面隅丸長方形の上坑で、断面形は逆台形

である。発掘区内で平面規模が最大である。南側には古

い土坑 SK655が重複 してある。底は平坦で、東北隅に

はさらに東西約 1.3m、 南北約 1.8m、 深さ約 0.5mの

平面隅丸方形の上坑がある。底には暗灰褐色粘土が約 0.1

H」 第 559次調査

m堆積 し、その上は大量の土器・瓦・建物部材を合む暗

灰褐色上で一度に埋まる。18世紀後半の遺物が遺物整

理箱 96箱分出土した。

SK655。 657・ 658は平面形が細長い溝状の長方形の

上坑である。壁面は垂直に掘 り込まれ、SK657の 東側の

底は階段状 となる。いずれも底に暗灰色系の粘質土が堆

積 し、SK655と 658で は木屑を合む。18世紀後半のも

のである。

SK662は SK656と ならび発掘区内最大規模の上坑で

検出遺構一覧表2

豊構番|
掘形 枠

年 代 主要出土選物 備 考平面形 平商規模 (m) さ(m) 平画形 構造 内法 (m)

東西方向 幅 15、 長さ 76以上 17世紀中頃

束西方向 幅 15、 長さ86以上 19世紀前半～中頃

SD109 南北方向 幅 04、 長 さ 54以上 17世紀以降

SDl10 南北方向 幅 05、 長さ22以上 20世紀初頭 ?

円形 東西26× 商北 26 6以上 1形石組 径 10 18世紀初頭

上師器皿 胞烙、瓦質土器鉢 箋、国産陶
器 (信楽窯播鉢、肥前窯碗 皿)、 国産磁器 (肥

前窯碗 刻ヽ碗 皿 香炉 仏飯具)、 伏見人形、
土鈴、

'「
桟瓦、柿板 (屋根材)、 孤石

上から約 28m分の井戸枠は抜き取られる

円形 径 21 0以上 円形石組 径 11 20世紀

円形 径 12 14以 上 径 06 20世紀

桔円形 東西 11× 商北 13 17世紀初頭 gJ造関係遺物出■。
SK646 精円形 東西 10x南北 14 17世紀初頭 鋳造関係遺物出土。

隅丸長方形 東西 16× 南北 10以 上 17世紀初頭 鋳造関係遺物出上。
隅丸長方形 東西 33× 南北 22 035 17世 紀初頭

惰円形 東西 13× 南北 14 17世 紀前半 整地土 II下 で検出。
SK650 楕円形 束西 07以上 ×南北 I〕 17世紀前半 整地± ■下で検出。
SK651 精円形 東西 12南北 21 17世紀前半 階地上 II下 で検出。
SK652 隅丸長方形 束西 15× 南北 36 17世紀前半 整地上 II下 で検出。
SK653 隅丸長方形 東西 27× 南北 11 085 17世紀前半 隆地上 II下 で検出。

隅丸方形 ? 東西 11以 上 ×南北 17 18世紀末 ?

SK655 隅丸長方形 東西 94× 高北 14 18世紀後半

隅丸長方形 東西68メ 南北 38 18世紀後半

土師器皿 抱烙、瓦質上器鉢、国産陶器 (信

楽窯碗 皿 ひょうそく 鉢 信鉢 理
鍋 ■瓶 壺 花瓶、堺窯信鉢、京焼椀)、

国産磁器 (肥前窯碗 皿 鉢)、 伏見人形、
丸瓦、平瓦

土器 瓦を大量に廃棄する。

SK657 隅丸長方形 束西46× 南北 12 18世紀後半

隅丸長方形 東西 39× 南北 12 18世紀後半

SK659 隅丸長方形 東西 16× 南北 24 18世紀後半

隅丸長方形 東西 29× 南北 18 18世紀後半

SK661 隅丸方形 東西 22× 南北 22 19世紀前半～中頃

上師器皿 胞烙・麻浸、瓦質土器鉢 壷 菱、
国産陶器 (信楽窯橋鉢 碗 皿 行平鍋
上瓶 ひょうそく、堺窯播鉢、軟質施釉陶
器蓋)、 国産磁器 (肥前窯碗 皿・花瓶)

SK662 隅丸長方形 東西 30× 南北 30 19世 紀中頃

土師器皿・抱烙、瓦質土器鉢、国産陶器 (月L

前窯碗、信楽窯碗 皿 灯明受皿・ひょう
そく カンテラ 鉢 信鉢 窒 鍋 土瓶 壺
花瓶 香筒 植木鉢、堺窯種鉢、赤膚窯皿、
小倉産水飴壷、産地不明涼炉)、 国産磁器 (肥

前窯碗 皿 鉢 仏飯器 瓶 香筒 獨台、
瀬戸窯碗、三田窯小碗・皿 急須 青磁鉢)、

軒丸瓦、軒平瓦、軒桟瓦、丸瓦、平瓦、桟瓦、
百硯 (高 島硯)、 砥石、ガラスコップ?

土器 瓦を大量に廃棄する。

SK663 惰円形 ? 東西 06以上 ×南北 25 19世紀前半

隅丸方形 ? 東西 10以上 ×南北 22 19世紀前半～ SK23Bよ り新。
SK665 逆 L字形 東西 56以上 ×南北 29 19世紀前半～中頃

不整長方形 東西 76× 南北 24以上 20世紀初頭

国産陶器徳利 (赤膚産 丹波窯)、 国産磁
器皿 碗 (産地不明)、 石硯、ガラス瓶 (薬

化粧品 牛乳)

あられ酒関連遺物多量に出上。

SK667 不整長方形 東西21× 南北 17 20世紀中頃以降

SX307 隅丸長方形 東西 15以上 x南北 14 艮方形石組 16世紀前半～中頃
石組は 1段分残る。北側と東側の一部の石
が抜き取られる。

SX808 逆 L字形 東西 24× 南北 38 逆L字形 石組
東西 09以上

南北 08以上

16世紀前半～中頃

土師器皿、瓦質土器悟鉢 鉢、国産陶器 (常

滑窯発、備前窯鉢 壷 疑、信楽窯播鉢)、

自磁皿、青磁碗 盤、青花皿、軒丸瓦、軒
平瓦、丸瓦、平瓦

石組は2段分残る。南側の一部の石が抜き
取られる。

隅丸長方形 東西 17× 商北 22 長方形石組 17世紀前半～中頃 石組は2段分残る

不整長方形 東西 18× 南北 28 長方形石組 16世IE前半～中頃 石組は 2段分残る

SX811 隅丸長方形 東西 14x南 北 09以上 長方形石組 16世紀前半～中頃

Sメ812 隅丸長方形 東西 275× 南北 23 長方形石組 16～ 18世紀 ?

SX813 円形 径 10 円形桶 径 07 19世紀前半 馬は約 04m分 残存。

南北方向石列 南北 10 17世紀前半～中頃 ?

東西方向石列 東西 33 不 明 15～ 20ell大 の石を列べる。性格不明。

逆 L字形
幅 04、 東西 63× 商北 15

灰上 東西南北方向石列 東西 63 不明 !Ocl前後大の石を列べる。性格不明。
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ある。平面形は隅丸長方形で、断面形は逆台形である。

底は平坦で、中央部のやや東寄 りに東西約 1.3m、 南北

約 0,9m、 深さ約 0.2mの平面隅丸方形の上坑がある。

土坑底の周囲には、壁面の法面にあわせて杭が打ち込ま

れている。擁壁のためと考えられるが、柵や横板はない。

底には暗灰色粘土が約 0.2m堆積 し、その上は大量の上

器・瓦を合む灰色土で一度に埋まる。19世紀中頃の遺

物が遺物整理箱 53箱分出上した。

清 SD107は、発掘区北西部にある 17世紀中頃の東西

方向の溝で、発掘区西側につづ く。底には暗青灰色粘土

が約 0.2m堆積 し、その上に焼土・炭を多 く合む茶褐色

上が堆積する。現在の高天町と高天市町の町境の位置に

あることから、町境の南北の宅地の境界の溝 と考えられ

る。町境の状況 と年代のわかる希少な発掘調査例 といえ

る。なお整地上Ⅱはこの溝の北側にしか存在せず、高天

市町側のみの整地と考えられる。

明治時代以降の遺構 井戸 2基 (SE508・ 509)、 土

坑 2基 (SK666・ 667)がある。

井戸 SE508は 鉄板で蓋をして埋められてお り、中に

は水を湛えていた。井戸 SE509は 井戸枠内を気抜きし

て埋められる。いずれも20世紀後半のものである。

SK666は発掘区北端の上坑で、発掘区外北側につづ く。

焼土・コークスを合む黒褐色系の上で埋まり、遺物整理

箱 20箱分の瓦・土器等が出上した。奈良の酒屋「きくや」

の「あられ酒」関係の遺物が多数出土しており、詳しく

は後述する。20世紀前半のものである。

Ⅳ 出土遺物

奈良時代～現代 までの各時期のものが遺物整理箱

1200箱分ある。現在遺物整理中で、主要なものを記す。

SK662出土遺物 遺物整理箱 45箱分の土器と8箱分

の瓦類があり、詳細は遺構一覧表に記す。19世紀中頃

のものである。

土師器皿は器形 。調整技法等から大きく4種類に分け

られる。a類は、扁平な底部から屈曲して短い口縁部 と

なる器形である。日縁部のヨヨナデ調整は、内面の屈曲

部から外面の底部付近まで丁寧に施され、内面の屈曲部

がヨヨナデ調整によって浅 く窪むものもある。日径は 6。 1

～ 6.9c14の もの (1～ 16)と 7.6～ 7.8cmの もの (17～

20)、 12.8cmの もの (21)があり、胎土の色調は橙色系

のもののみである。日縁端部に灯明痕の煤が付着するも

のもある。b類はやや丸みのある底部から丸みをもった

まま屈曲し口縁部 となる器形である。口縁部のヨヨナデ

調整は、外面の底部付近から内面全面に施され、最後に

外側に引き出すヨヨナデ調整が明瞭にある。日径は 6.6

。印
ＳＫ６４
Ｋ６４５〔
）
◎

③⑧抵
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偶

）

HJ第 559次調査 発掘区上層平面図 (V250)

～ 7.lcmの もの (25～ 29)と 11.0～ H.5cIIlの もの (30

～ 32)があり、胎土の色調は灰白色系のものがほとんど

で、橙色系のもの (25)が 1点ある。c類は、扁平な底

部から屈曲して日縁部 となる器形で、a類に比べ日縁部

がやや長い。日縁部のヨヨナデ調整はa類 と同様で、胎

上の色調は灰白色系である。d類は、回縁部 と底部間の

屈曲がほとんどない扁平な器形である。日縁部のヨヨナ

デ調整は、内外面 とも日縁端部の狭い範囲にしか施され
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清SD107(東から)

ない。胎土の色調は灰白色系で、砂分の少ない精良な胎

上である。

土師器皿全体では a類が大半を占め、b類がやや少な

いものの一定量あり、c・ d類はごく少量である。ced
類は 17世紀頃によく見られる型式で、混入も考えられる。

いずれの皿 も、日縁部に灯明芯による煤が 1～数ヵ所付

着するものが多い。また a類には日縁端部が、 lヵ 所小

さく欠けるものが一定量見られる。

土師器抱烙は、外型作 りの底部に口縁部を作 り付ける。

底部の粘土円盤の端部を外反させ、その上に口縁部を接

合 し鍔または鍔風のものを作るもの (39・ 42・ 43)と 、

鍔のないもの (40。 41)と がある。42と 43の鍔の外側

はヘラケズリ調整される。39～ 41は橙色系の胎上で、

42。 43は黄橙または灰白色系の胎上である。

土師器高杯は浅い円盤状の杯部に、粘土板で作った脚

部を接合する。内外面はすべて指押さえで、口縁端部や

脚部の裾すら一切ヨヨナデ調整されない。胎土は 49と

51が黄橙色、50が橙色である。50の脚部内面には「春

日社」の塁書がある。

48は土師器で麻浸 しと呼ばれる、浅鉢の日縁部の一

方を舌状にのばした器形である。本来は麻糸を紡 く
゛
際に

使用される土器であるが、茶器の灰器・花活けに転用さ

れる例がある。なお 48は舌部が欠損する。

国産磁器には肥前産 (45)。 瀬戸美濃産 (44)の他、

三田産など各地のものが含まれているが、産地不明のも

土坑SK662(】ヒ西から)

のもある。蓋付きの端反 り碗、44の ような小型の端反 り

碗が多く、同じ絵柄のものが数個体ある。

国産陶器は、信楽産のものが多数を占め、そのほとん

どは京・信楽系と称される製品である。33～ 38は灰釉

の灯明皿と灯明受けとカンテラ、52は鉄釉の土瓶、53は

灰釉の行平鍋、55は鉄釉の三耳壼でいわゅる腰白茶壺、

57は高台付の播鉢で底部には塁書があるが判読できな

い。この他にも多数の器種がある。46と 47は赤膚産の

小皿で、外面の高台近 くに瓢箪に囲われた「赤ハタ」の

刻印がある。46は赤ttl色系の胎上で、暗緑色の灰釉に内

面に鉄絵で草花文を描 く。47は黄橙色系の胎上で、灰オ

リーブ色の灰釉に内面に白泥で文様を描 く。この他 「赤

ハタ」の亥!印があるものが 1点、刻 Fttは ないんゞ、47と 同

一のものが 1点ある。さらに47と 似た胎上の製品が数多

くあり、赤膚産の陶器が他にも多数あることが考えられる。

54は北九州産の鉄釉の壼で、小倉名物の二官飴の容器で

ある。 1個体のみ出上した。56は堺産の悟鉢である。

SK666出土遺物 (巻首図版 3参考)遺 物整理箱 7箱

分あり、詳細は遺構一覧表に記す。20世紀前半のもの

で、「あられ酒」に関係した遺物 (陶器徳利・猪口・片日、

ガラス瓶)が多量に出土した。陶器徳利は瓢箪形で、高

さ約 13.5cm、 幅約 8.5硼 ある。底面を除き内外面に灰釉

を施釉 し、色調は淡いオリーブ色である。内外面ロクロ

ナデ調整で、外面下半をヘラケズリする。外面の底部近

くに「きくや」の刻印を押す。完形品を含め十数個体分
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寺 1~5寺 9~13

~2寺 6寺 10~~14

寺 3寺 7苧 11 ~15

寺 22苧 26

証 Ξ   2

き 巨

へ

＼ ツ
HJ第 559次調査 SK662出土土器 。陶磁器 (1/4)
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が出土 した。灰白色の胎上で、赤膚産 と考えられる。こ

の他、鉄釉陶器の徳利が数個体分ある。外面にはイッチ

ン描で「中筋町 本 米浪 □□」、「A 白雪 ◎」、
等が描かれる。丹波産 と考えられる。ガラス瓶は瓢箪形

で、高さ約 18cln、 幅約 8硼ある。現在販売されているあ

られ酒の瓶が瓢箪形であり、瓢箪形の徳利・ガラス瓶は

いずれもあられ酒の容器 と推定される。

V 調査所見

今回の調査では、奈良時代以降各時期の遺構を検出

し、奈良町遺跡の変遷の一部を知ることができた。さら

に奈良町遺跡内では比較的広範囲の発掘調査であり、特

に宅地区画の様相が明らかになった点が大きな成果 と言

える。現在も出土遺物は整理中であるが、現状で指摘で

きる成果として次の2点があげられる。

1 調査地内では H世紀末頃から遺構が急激に増加

しており、土地利用の画期がこの時期にあることがわか

る。 9世紀～ H世紀末の遺構は、H世紀中頃の井戸 1

基のみに対して、H世紀末～ 12世紀前半の遺構は井戸・

土坑など 17基以上あり、その増加は注目される。また

この時期の遺構の特徴は、土師器皿の一括投棄が行われ

る土坑群が多数あることである。これらの遺構の意味す

るところは、一説には共食を伴 う儀式に関わるものとの

意見がある。土器 と共に箸が大量に出土する土坑 SK618

はその可能性が指摘できるものの、土器のみ出土するも

のや、埋上の状況などが時期により多少の差があるなど、

出土状況は一様でないことから、さらに検討が必要であ

る。調査地南側の林小路町内の発掘調査でもH世紀末

頃から遺構が増加する同様の傾向が見て取れ、調査地周

辺は、興福寺の西に隣接する好条件のもと、比較的早 く

から居住域 として不U用 されたものと言えよう。

2 中世 と近世の宅地区画の一端が明らかになった。

中世の区画は、発掘区北端の SD105を はさみ南北に分

かれており、北側が一段低 く削られている。この区画は

12世紀中頃には完成 しており、以後も区画は機能し続け

遺構は両区画内で完結する。

当時の宅地が道路に間口を開く奥行きのあるものとすれ

ば、北側の区画はその位置関係から西側の東六坊坊間路

側に間口を開いていたと考えられ、掘立柱建物 SB209は

宅地最奥部に位置する。南側の区画では、遺構分布から

次の4点の特徴が指摘できる。① H世紀末～12世紀後

半の上坑が発掘区東半に南北に2群に分かれて分布する

こと、② 13世紀頃の遺構は区画内に広く分布すること、

③ 16世紀頃の石組遺構は南側の区画の南半部に集中する

こと、④正確な時期が特定出来ないものの、掘立柱建物

と考えられる小柱穴は区画北端部の西寄りと、南半部のや

や中央近 くの西側に集中すること。①の点からは、これら

土坑群が宅地の最奥部に掘られたものと考えれば、西側

に間日の開く南北に並ぶ 2つの宅地が想定できる。④の点

の2群の小柱穴群も、この南北 2つの宅地を反映している

ものと考えられる。③の点では、南半と北半の利用形態の

差が明燎に現れている。石組遺構を穴蔵 とすれば、南半

=生活の場、北半=空閑地と考えられよう。この南半の部

分はその位置関係と性格から、南側に間口を開いていた宅

地の一部と想定できる。以上のように、南側の区画内では

11～ 12世紀頃には西に間口を開く南北 2つの宅地が、16

世紀頃には南に間日を開く宅地に変化している。ただし13

～ 15世紀の遺構の詳細が不明であり、間日の変化する時

期や要因については今後の課題である。

江戸時代の宅地区画は、区画を示す遺構が見つかった

他、遺構分布からも復原できた。最初にそれらを理解す

るために、当時の高天町周辺の宅地割 りに関する史料に

ついて記す。

当時の高天町の状況を知る文献には、「奈良町北方弐

拾五町家職御改帳」(以下「家職御改帳」と記す)がある。

当史料は原本がなく藤田文庫の写本のみ伝わる。本文は、

寛文十年 (1670年 )の各町の住人を、宅地間口・職業・

名前の順に書き上げているが、各家が町内のどこに位置

するかの記載はない。高天町の部分には、合計 50軒の

宅地が記されており、最初に現在の町内に各家の位置を

比定する作業を行う。まず史料の記載順番は一定の規則

性があると想定され、町内の 1カ 所から隣接する家を順

に記載するのが通常 と考えられる。そこで居住者が判明

する宅地を起点に各家を割 り振れば、各家の比定を行う

ことができる。高天町では、 1番目に記される「江戸屋

与左衛門」の屋敷が町内の南西隅の林小路町との境にあ

り、その北に今春家の屋敷があることが「奈良坊目拙解」

からわかり、記載の起点と方向が判明する。詳述を省 く

が、文献に記される宅地を時計回 りに配置 してゆくと、

現在の町内にちょうど収まり、当時の宅地割 りが復原で

きる。さらに当時の宅地の間口と現在の宅地の間回は多

くの場所で一致 しており、現在の宅地割 りが当時まで遡

ることがわかる。また敷地の奥の形態は、明治 23年の「奈

良町全図」の地籍図から推定可能である (次頂右上図高

天町宅地割図参考)。

以上から調査地内の宅地を復原すると、「家職御改帳」

の時期には南に間口をとる宅地が東西に3つ並び、間口

は西から5間 4尺 (宅地 1と する)、 3間 4尺 (宅地 2)、

3間 (宅地 3)あ ることがわかる。住人は宅地 1が「興
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福寺仕丁 新左衛門」の借家で「米屋」の「仁助」、宅

地 2が「興福寺仕丁 源兵衛」の借家で「生布数合」の

「次郎兵衛」、宅地 3が「興福寺仕丁 太兵衛」である。

明治の「奈良町全図」では中央の宅地 2が南北に分割さ

れており (宅地 2A・ B)、 さらに宅地 2の奥には宅地 3

が西側に折れ山が り入 り込んでいることがわかる。また

宅地 1は中程で東側に鈎型に曲がっている。

中筋町も「家職御改帳」に記載がある。しかし中筋町

部分は発掘区内の北東隅の一部に限られ、遺構もごく僅

かなことから、宅地復原は省略する。

高天市町は幕末の町絵図が残 り、宅地割 りと居住者が

明らかである。それによると調査地は、西に間口をとる

南北に2つ並ぶ宅地の最奥部であることがわかる。間口

は南から3間半 (宅地 4)と 3間半 (宅地 5)で、住人

は南から「油屋 佐兵衛」「笠木屋 藤兵衛」である。

これらの宅地は現在の宅地の規模 とほぼ同じで、当時か

ら変化はなかったものと言える。

これらをもとに、発掘区内に宅地割 りを落 とした図が

右下の発掘区内宅地割図である。町境の状況は、高天

町 と高天市町の境では、宅地 1と 宅地 4の間に東西溝

SD107が存在 し、SD107の年代から 17世紀前半には

町境をはさみ南北の区画が存在 したことがわかる。中筋

町と他の町境には遺構が見られないが、中筋町と高天市

町間のやや東よりに南北溝 SDHOがあり、その西側に

は宅地 5か らつづ く土坑 SK666があることから、町境が

現在よりやや東側にあった時期が想定される。SDHOと

SK666の 年代から 18世紀後半以降～ 20世紀初頭の時

期である。

各町内の様相は、高天町内分が調査面積が広 く成果が

上がっている。調査地内には宅地 1～ 3があるが、各境

界を明示する遺構はない。しかし復原した宅地を発掘区

内にあてはめると、各遺構はほぼ宅地内で完結しており、

遺構の分布が宅地に規制されていることが見て取れる。

また大型の廃棄土坑が宅地奥側に分布することも指摘で

きよう。これら宅地は、遺構の年代から 18世紀末頃か

らのものと確認できるが、それ以前は遺構がなく状況は

不明である。

高天市町内では、20世紀の上坑 SK666がほぼ宅地 5

内に収まる。17～ 18世紀の上坑 SK649～ 653と 井戸

SE507は、一見宅地 4内 に納まるが、調査面積が狭 く幕

末の宅地4と 5がこの時期まで遡るかは不明である。

最後に中世 と近世の宅地区画の関係を見ると、中世の

南北の区画 と、高天町と高天市町の町境がほぼ重なる点

は重要である。奈良町は、慶長 13年 (1609年 )に町

平城京跡 (左京三条六坊十坪)・ 奈良町遺跡の調査 第 559次調査

町 ト
|

切 りが行われ区域が確定されているが、高天町と高天市

町間については、既にあった中世の区画を踏襲して町切

りが行われたと言えよう。

今回の調査では奈良町遺跡の出現 と形成、構造の一部

が明らかになった。調査地は、広域な都市遺跡である奈

良町遺跡内の僅かな部分にしかすぎないが、、興福寺の

西に隣接 し遺跡内でも早 くから開発が行われた場所であ

り、奈良町遺跡の変遷を語る上で重要な地域であること

は間違いないであろう。         (中 島和彦)

1)奈良市教育委員会「奈良町北方弐拾五町家職御改帳」

『奈良市歴史調査報告書 (二〇)』 2004

西
御
門
町

高天町宅地割図 (1/2,500)

西

御

F弓

日丁

発掘区内宅地割図 (1/1,000)
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10.平城京跡 (左京四条五坊十六坪 。三条大路 。東五坊大路)の調査 第 560次

事 業 名

届出者名

調 査 地

店舗付事務所新築

(株)津多家

奈良市下三条町 28-1他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 18年 8月 21日～ 9月 24日

HOだ

武田和哉

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京四条五坊十六坪

の北東角から三条大路 と東五坊大路の交差点付近に該当

する。周辺の過去の調査例のうち、最も近接地する三条

通 り北側の県 1998年度調査では、奈良時代の溝。井戸。

土坑、平安時代～中世の溝・井戸・土坑等を検出している。

今回は北 。南の2発掘区を設け、三条大路南側溝 と東五

坊大路西側清の検出等を目的とした。

工 基本層序

北 。南発掘区ともに基本的は同じであり、クラッシャー

アスファル トを合む造成土以下、黒褐色土、黒褐色粘質

土、暗茶灰色土、淡茶灰色土等が続き、暗茶灰色粘質土

を経て現地表面下 1.0～ 1.lmで黄灰色粘土または砂礫

の地山層に達する。地山の標高は 69.2m前後である。

Ⅲ 検出遺構

検出遺構には、鎌倉時代の溝、室町時代の井戸、江戸

時代の土坑等がある。以下、主要な遺構について記す。

なお、各遺構のIFE要 は、下記の一覧表にまとめた。

S D 01は 南発掘区および北発掘区の西辺で検出した

南北方向の素掘溝。南発掘区では西肩を検出できた箇所

もあるが、北発掘区では東肩のみを検出した。溝の最深

部の座標値は、X=-146,585 m Y=-15,927.60mで あ

る。 S D 02は 北発掘区の北辺で検出した東西方向の素

掘溝。遺構の重複関係から、S D 01よ り新しい。溝心の

座標値はX三 _146,553.80m Y=-15,925mで ある。S

E03は、南発掘区中央やや東よりで検出した井戸。素

掘 りで枠の痕跡はない。掘形は平面円形に近い不整形を

呈する。 S K 04は 、南発掘区の中央やや南寄 りで検出

した土坑。平面隅丸方形を呈する土坑内北東隅には、17

世紀初頭頃の上師器羽釜が4個埋められていた。S K 05

は、南発掘区】と東隅で検出した土坑。土器片がわずかに

出土したのみで、詳細な時期は不明。 S E 06は 南発掘

区中央北側で検出した井戸で、ガラスや煉瓦が出上した。

HJ第 560次調査

Ⅳ 出土遺物

遺物は、遺物整理箱 16箱分が出土した。その内訳は奈

良～平安時代前半の上師器・須恵器・塁書土器、鎌倉時

代瓦器、鎌倉時代以降の軒丸瓦 (巴紋)・ 亥

`印

平瓦、江戸

時代の上師器・墨書土器・銭貨 (寛永通宝 )、 平安後期～

室町時代の輸入陶磁器 (白磁 。青磁)・ 時期不明の土管・

石仏・紡錘車 。骨 。銭貨・釘・鉄製品 (用途不明)・ 銅製

品・輔羽口。鉄滓・板状木製品・曲物底板・石鍋などである。

V 調査所見

本調査で検出したS D 01と 02については、埋土に合

まれる遺物から、最終的な埋没時期を 13世紀頃と考え

る。双方の遺構 ともに位置的には各々東五坊大路東側溝

および三条大路南側溝の想定場所にあるが、今回の成果

だけでこれらを条坊遺構 と判断するのは困難である。

奈良時代の条坊側溝が、平城京が廃絶した後も水路や

側清 として機能し続けている事例はいくつか知られてい

る。今回検出した S D 01・ 02がそうした事例に該当す

るものであるのかどうかは、今後の周辺地域での調査成

果なども考慮しつつ判断していく必要があろう。

(武田和哉 )

1)奈良県立橿原考古学研究所「平城京内の調査 1.左京三条五坊十三坪の

調査」『奈良県遺跡調査概報 1998年度 (第一分冊)』 1999

奈良市教育委員会「平城京左京 (外京)東五坊大路の調査第 394次 」

『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成 9年度 (第 2分冊)』 1998

検出遺構一覧表

HJ第 562次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

遺構番号
掘   形 井戸粋

主な出土遺物 備考半 血形 平面規模 (m) 深 さ (m)

S D 01 膏耳)監指箸 長さ延べ 14以 上、最大幅 14 奈良時代の土師器・須恵器、鎌倉時代瓦器 (13世 紀 )

東西溝 長 さ 4以上、最大幅 18 奈良時代の上師器・須恵器、鎌倉時代瓦器 (13世 紀 ) S D 01よ り新しし
S E 03 ほぼ円形 東西・南北 とも 22 2以 上 な し 室町時代瓦質土器 (16世紀 )、 地蔵尊石仏の破片

S K 04 隅丸方形 東西  南封ヒとも 08 江戸時代羽釜 (17世紀初頭 )

不整型 東西 18× 南北 20以上

橋円型 東西 12x南】ヒ15 な し 近代以降のガ ラス・ レンガ
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1 建物除却後の造成上      9暗 褐色土 (土坑埋土 )

2 アスフアル ト・ クラッシヤー 10淡 茶灰色土

3 黒褐色土十瓦 +礫       H暗 褐色土

4 黒褐色±          12暗 灰色粘質土 (杭痕 )

5 黒褐色粘質±        13暗 灰色粘土

6 黒褐色土 (やや淡い)    14暗 茶灰色土

7 暗茶灰色±         15暗 灰褐色土

8 暗茶褐色土 (土坑埋土)   16暗 褐色砂質土 (土坑埋土 )

-15,930

HJ第 560次調査 南発掘区北壁土層図 (1/60)

-15,920

5m

-15,920

(1/150)

17淡茶灰色土

(や や粘質 )

18暗茶灰色土
19淡茶灰色土
20暗灰色土

(やや砂質 )

21暗灰色砂質土
22暗茶灰色粘質土

23暗茶灰色粘質土

(素掘溝埋土 )

24暗茶灰色砂
25暗灰色粘上十茶褐色土

(土坑埋土 )

26黄灰色粘土鯛暗灰色土

(土坑埋土 )

27茶灰色砂 (土坑埋土 )

暗灰色粘土 (上坑埋土 )

灰褐色砂質土

(S D 01上層埋主主体 )

暗黄褐色粘質土

(S D 01上層埋土 )

暗灰色砂

(S D 01下層埋土 )

黄灰色粘土 または砂礫 (地山)

北発掘区全景 (西から)

南発掘区全景 (北から)

S K 04羽釜出土状況 (南西から)H」 第 560次調査 発掘区遺構平面図
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H.平城京跡 (左京二条三坊十坪)の調査 第 561次

事 業 名

届出者名

調 査 地

宅地造成

lkl八州エイジェント

奈良市法華寺町 28他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 18年 9月 4日～ 9月 12日

173∬

安井宣也

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京二条三坊十坪の

西寄 りにあたり、現況は菰川の北に面した水田で、周辺

では近年宅地化が進んでいる。十坪内における本格的な

発掘調査は今回が最初で、坪内西寄 りの様相の確認を主

な目的として実施 した。

I 基本層序

基本的には、水田耕作土 (0。2m)、 同床上の灰色シル

ト質砂 (2～ 3層あり、0,3～ 0。4m)。灰色砂質粘土 (0.2

m)の下に奈良時代の遺物包合層である黄灰色砂質粘土

混シル ト (0.1～ 0,2m)があり、その下で沖積層の地

山である黒褐色粘土質シル トとなる。水田床上の灰色シ

ル ト質砂・灰色砂質粘土の各層の上面には、乾田に特有

の斑鉄がみられる。

ただし発掘区南辺では、水田床土の最上面を侵食する

幅 6m、 深さ0.3mの流路があり、砂が堆積する。位置

的にみて、菰ナIIの平巳濫によって生じたものとみられる。

奈良時代の遺構面 は地山上面である。その標高は

62.2ヘッ62.41nで 、 】ヒから南イこ緩やか |こ下る。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、奈良時代の建物 S B 01

～ 06と 溝 S D 07を 検出した。重複関係から、2時期以

上の変遷が認められる。

S B 01～ 06 概要は、次頁の表に示すとおりである。

S B 01～ 04は南北柱列であるが、柱穴の形状・配

置からみて、建物の一部 と考えられる。 S B 01は 東西

棟建物の妻柱列と考えられるが、柱穴の一辺が 0.4～ 0.6

mで比較的小さく、塀の可能性もある。 S B 02～ 04は

4～ 5間でまとまることから南北棟建物の側柱列と考え

られ、特に S B 02・ 04は柱穴の一辺が 0,8～ lmと 比

較的大きいことから、その可能性が高い。 SB 05・ 06は、

柱穴の配置 と柱穴の一辺が 0.8～ lmと 比較的大きいこ

とから東西棟建物の一部 とみられる。

S B 03～ 05は柱筋が揃 うので同時期 と考えられる。

また、 S B 01・ 05及び S B 03・ 06は それぞれ位置が

重複するので、同時併存はありえない。

S D 07 発掘区南寄 りで検出した幅 lm、 深さ 0.4

mの東西方向の溝。埋土は上層が地山の粘土ブロック層、

HJ第 561次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

下層が黄灰色粘土質シルト層で、奈良時代の上器・瓦片

と炭粒で構成された間層をはさむ。

V 出土遺物

遺物整理箱 8箱分がある。主なものは、奈良時代の溝

S D 07や奈良時代の遺物包含層から出土 した土師器・

須恵器と瓦類である。

土器 清 S D 07か ら、土師器甕・壼A・ 杯A・ 杯 B・

杯 C・ 皿 A・ 高杯 と須恵器甕・壷A・ 壷 E・ 壷蓋・杯 A・

杯 B・ 杯蓋・皿蓋・鉢Aが出上した。土師器杯Aは、体

部内面に斜放射暗文、底部内面に連弧暗文が施される。

皿Aは体部外面及び内面全体がナデ調整である。これら

は奈良時代中頃から後半の特徴を示す。  (安井宣也)

瓦類 特筆すべきものに、奈良時代の遺物包合層から

出土した二重郭紋軒平瓦がある。平城京内から出土する

二重郭紋軒平瓦には 6572型式A～ 」の 10種が知られ

ているが、いずれとも異拍である。郭線の断面形態はD・

G・ H種と同様の蒲鉾形である。郭線間の平坦面の幅は

A・ H種 と同程度である。凹面の瓦当付近はヨヨケズリ

を施す。顎面はヨコケズリを行い、顎段部はヨヨナデで

丸く仕上げる。凸面平瓦部はタテケズリを施す。顎面端

部付近には凹型調整台の圧痕が残る。なお、平城京内で

段顎の重郭紋軒平瓦の出土は珍しく、奈良女子大学構内

氏
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-17,2181

HJ第 561次調査

平城京跡 (左京二条三坊十坪)の調査 第 561次

発掘区全景 (北から)

検出遺構一覧表

十_145,680 十-145,675

620m

々
〓
ｋ雲

l

2

3

4
5

6

7
8

こ釘-14

黒褐色シル ト質砂

灰色シル ト質砂 +シル トブロック

灰色シル ト質砂

オリーブ黄色砂

灰色シル ト質砂十シル トブロック

灰色シル ト質砂

灰色シル ト質砂

灰オ リーブ色礫混シル ト質砂

9  灰色砂質粘土      ※ I 水田耕作土

10  黄灰色砂質粘土混シル ト   2 畦の盛土

(土器片・炭粒合む)     3・ 5 耕作溝

l卜 a 10層 ブロック        4 流路の氾濫堆積層

b 黄灰色砂質粘土混シル ト   6～ 9 水田床土

12  黒褐色粘土質シル ト     Ю  奈良時代の遺物包合層

13  黄灰色砂質粘土混シル ト   H ttS D07埋 土

14  黄灰色シル ト混砂      12～ 14 地山

HJ第 561次調査 発掘区遺構平面図 (左、1/300)・ 西壁土層図 (右、縦 :V40、 横 :1/100)

遺跡出土品に次いで 2例 日である。   (原 田憲二郎)  十坪にあたる地域では広い範囲で宅地化が進み、今後

V 調査所見                     の大規模な調査があまり望めないなか、今回の調査では

今回の調査の結果、十坪の西寄 りは奈良時代中頃から  坪内の様相を断片的ながら把握できる成果を得ることが

後半にかけて宅地 として利用されており、2時期以上の  できた。                (安 井宣也)

1)坪 ノ内徹「Ⅲ 遺物 2 瓦・塔」『奈良女子大学構内遺跡発掘調査槻
変遷があることがわかった。南北棟建物 とみられるSB

報 V』 1995
02～ 04が柱筋をそろえて南北に並ぶことから、建物配

坪ノ内徹「Ⅲ 遺物 2 瓦・簿」『奈良女子大学構内遺跡発掘調査概

置がコの字状であつた可能性もある。            報噛 1999

発掘区全景 (南から)

遺構番号 棟方向
規模 行行全振 染行全f 柱間寸法 (m)

備 考

桁行 ×梁行 (m) (m) 桁行 梁行

S B 01 東 西 梁行 2間 6 3等間 妻柱列の可能性。

S B 02 南北 桁行 4間 225等間 側柱列の可能性。

S B 03 南北 桁行 4間
９５

・一‐醐
翔

解
・

側柱列の可能性。

S B 04 南北 桁行 5間 2.4等 間 側柱列の可能性。

S B 05 東 西 42
柱穴の配列から推察、
S B 01と 位置が重複。

S B 06 東 西 南・北廂各 1間の可能性
含
廂
廂

身
北
南

柱穴の配列から推察、
S B 03と I立置が重複。
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12.平城京跡 (左京一坊・五条大路)の調査 第 562次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では五条大路の路面で道

路心の推定位置にあたる。北面の東西道路は大路の遺存

地割で、東方の市 H」 第 405。 415次調査地では、東西

道路南側の水田でその南側溝が検出されている。

今回の調査は、五条大路の路面の確認を主な目的とし

て実施した。

I 基本層序

水田耕作土 (0。3m)、 同床土 (0.6m)の 下で沖積層

の地山となる。奈良時代の遺構面は地山上面で、その標

高は 56.4～ 56.5mである。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、室町時代以降とみられる

耕作溝・地割の段差や溝状の窪みを検出した。地山上面

で 14世紀頃の龍泉窯系の青磁碗片が 1点出上した。

奈良時代の宅地に関連する遺構がなく、遺存地割及び

周辺の調査で確認された五条大路南側溝の位置を考慮す

れば、五条大路の路面 (SF 01)上と判断される。

Ⅳ 出土遺物

遺物整理箱 8箱分ある。主なものに、水田床土等から

出土 した奈良時代の上師器・須恵器、軒丸瓦 (6225型

式 F種・同種別不明)、 軒平瓦 (6711型式 B種)がある。

V 調査所見

奈良時代の五条大路の路面 S F 01を 確認 した。本来

の路面は後世の改変を受けている。    (安 井宣也)

|-147,620                    1-18,270

l

N

叫輛一

0                1m

l 暗黄灰色シル ト質砂
2 黄灰色シル ト質砂
3 黄灰色砂質シル ト
4 黄灰色砂質粘土混 じリシル ト
5 褐灰色砂質粘土混 じリシル ト
6(上 位)灰黄色砂質粘土質シル ト

(下位)灰色砂
7 黄灰色砂混 じり粘土
8 褐灰色砂混 じり粘土

五条大路の道路心
(推定)

※
 it怠  奪尋路等書層)   L=耳

HJ第 562次調査 発掘区東壁土層図 (1/40)、 発掘区遺構平面図 (1/250)

事 業 名

届出者名

調 査 地

共同住宅新築

個人

奈良市柏木町 509-1

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 18年 9月 19日～ 10月 7日

173だ

安井宣也

HJ第 562次調査 発掘区位置図 (V5,000)

発掘区全景 (西から)
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13.杏遺跡・平城京跡 (左京ノ＼条二坊一平)の調査 第 563次

事 業 名

通知者名

調 査 地

第 H号 (杏中)市営住宅建替事業

奈良市長

奈良市杏町 386他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 18年 10月 10日～ H

279∬

久保清子

月 30日

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では八条二坊一坪の南

辺中央にあたる。一坪内では、今回の調査地の東側で、

昭和 62年度に市HJ第 98次調査、平成元年度に市H

」第 134次調査を実施 してお り、弥生時代の土坑 と流

路、奈良時代の掘立柱建物・列、濤、土坑を検出してい

る。調査地の西側では、平成元年度に市H」 第 175次調

査、平成 2年度に市HJ第 216次調査を実施 しており、

水田化以前は滞水 した低湿地であったことが判明してい

る。また、南隣の二坪においては、平成 7年度市H」 第

337・340次調査、平成 15年度市H」 第 500次の調査で、

弥生時代の上坑、清、古墳時代後期の方墳、奈良～平安

時代の掘立柱建物・列、井戸、土坑が見つかつている。

今回、以上の調査成果を基に、弥生・古墳時代の遺構

及び一坪内の様相を確認する目的で、敷地の南 と北に2

箇所、計 279∬ の発掘区を設定し、調査を実施 した。

I 基本層序

発掘区内の層序は、北発掘区では、上から造成上 (0,7

m)、 黒灰色粘質土 (耕作土・0。 2m)、 灰色砂質土 (旧

耕作上・0。2m)と 続き、地表下約 1.lmで淡黄灰色粘

上の地山となる。一方、南発掘区では、上から造成上 (0,7

m)、 黒灰色粘質土 (耕作土・0.2m)、 灰色砂質土 (旧

耕作土・0。 1～ 0,3m)、 灰黄色粘土 (0。3m)、 灰色シ

ルトと橙灰色シルトの混合土と続き、地表下約 1.3～ 1.5

mで淡黄白色シル ト～細砂、褐色細砂、茶灰色砂の地山

となる。地山上面の標高は、北発掘区で 54。 lm、 南発

掘区で 53.5～ 53.7mであり、遺構はすべて、この地山

上面で検出した。

Ⅲ 検出遺構

検出遺構には、弥生時代後半～古墳時代初頭の溝 1条

(S D 01)、 奈良時代の掘立柱建物 3棟 (SB 02～ 04)・

掘立柱列 1条 (S A 05)、 土坑 2基 (S K 06,07)、 溝

1条 (S D 08)井戸 4基 (S E 09～ 12)、 平安時代の

土坑 (SK 13)が ある。

奈良時代の遺構は重複関係から2時期以上の変遷があ

る。井戸は、4基とも坪の南辺にあたる南発掘区で検出した。

それ以外の奈良時代の遺構は、すべて北発掘区で検出した。

なお、奈良時代の調査地周辺の環境を調べるために、

H」 第563次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

南北濤 S D 08の 埋土中に包まれる花粉の分析を行った。

(134～ 136頁参照)

平安時代の上坑 S K 13か らは、ほぼ完存する白磁碗

が 1点、正位置で出土した。

各遺構の詳細は、検出遺構一覧表の通 りである。

Ⅳ 出土遺物

遺物整理箱 8箱分の遺物が出上した。その内訳は弥生

時代のサヌカイト製石鏃・楔形石器・剥片、頁岩製及び

緑色片岩製石包丁、弥生時代後半～古墳時代初頭の上器、

奈良時代の上師器、須恵器、製塩土器、土製品、瓦簿、

木製品、漆製品、平安時代後期の白磁碗、鎌倉時代の瓦

器等がある。以下、主要なものについて記す。

造成上

黒灰色粘質上 (耕作土)

灰色砂質土 (旧耕作土)

幸壬幸≡垂誓ラ募ミ
:な:ζ ttζi壁!二争

分抒誠琳露燕築蕉

6灰色シル トと橙灰色シルト

の混合土

7灰茶褐色砂質土

8淡責白色シルトと茶褐色粘

上の混合土 (S K13埋土)

9淡黄白色シルト (地 山)

10茶灰色砂 (地 山)

ll褐色細砂 (地 山)

12淡黄白色細砂 (地 山)

13黒灰色粘土 と灰色砂の混

合土
14淡灰色粘上 と灰色砂質土

の混合土
15灰 tra色砂 と灰色粘上の混

合上
16灰褐色粘土 (S D08埋土)

17灰色粘土 と灰色砂の混合

/

14

16

性_____全 m腱浸鏑霧絡 )

麟綾 !督塩 謂需 品 )

q□□
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杏遺跡・平城京跡 (左京八条二坊一坪)の調査 第 563次

一17,975  -17,970   -17,965

HJ第 563次調査 発掘区遺構平面図 (1/300)

_,■

!峯帝鞣差:||

井戸 S E 09

南発掘区全景 (東から) 北発掘区全景 (東から)

井戸 S E 10 (引 ヒから)

籍

,1韓癬

H」 第 563次調査 検出遺構一覧表 (井戸)

遺構番号
掘 形 井戸枠

主な出土遺物・備考
平面形 平面規模 (m) 栗さ (m) 構造 内法 (m)

S E 09 隅丸長方形
東西 175

南北 235
09以上

方形縦板組
横桟留

ll

南北 1.1

煮西

(枠抜取部分)奈良時代中頃～後半の上師器杯か皿・皿・蓋・甕、須恵器杯か皿・甕、
鎌倉時代の瓦器皿

(枠 内)奈良時代中頃～後半の上師器杯・皿・壺・甕、須恵器杯か皿・甕・横瓶、
文字簿、丸瓦、木製品
(掘形)弥生土器壼、奈良時代中頃～後半の上師器杯か皿・皿・蓋・甕、須恵器杯か皿・

甕 。重

S E 10 隅丸長方形
東西 18×

南北 21 以 上
方形縦板組
隅柱横桟留

一辺 0,7
(枠内)奈良時代中頃～後半の上師器皿・甕・須恵器甕 。平瓦
(掘形)奈良時代中頃～後半の上師器杯か皿

SE ll 円形

東西 2.8

南北 1.3以上
0.8以 上

方形縦板組
横桟留

東西 1.0

居奪】ヒ0.5

以上

(枠 内)奈良時代中頃～後半の上師器杯 。皿・甕、須恵器杯か皿・皿・蓋・甕・壷
蓋・漆製品
(掘形)弥生土器片、サヌカイト石鏃、奈良時代中頃～後半の上師器杯か皿・甕・

須恵器杯か皿・蓋・甕

S E 12 不 明
ミ西 2.4以上 x

南北05以上
1,0以上

掘形西端部分のみ検出。
(掘形)奈良時代の上師器片・平瓦片
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HJ第 563次調査 検出遺構一覧表

遺構番号 平面形 平面規模 (m) 深さ (m) 主な出土遺物 備考

S D 01 斜行清
長さ7.0以 上、

幅 2,7
弥生時代後半～古墳時代初頭の上器高杯・重・甕 S B 03・ 04・ S K 06よ りTニ ラゝ

S K 06 不整形
東西 15～ 17x
南北 42以上

弥生土器壷・密、頁岩製石包丁、奈良時代の上師器杯・皿・

高杯・壷・甕、須恵器杯・皿・蓋 。重・甕

埋土中に炭化物多く含む。
S D Ol・ S B 04よ り新し�

S K 07 不整円形
東西 0,7以上 ×

南北 21
08以 上

サヌカイト製楔形石器、奈良時代の上師器杯か皿・甕・須

恵器杯か皿・皿・壷・甕・製塩土器、平瓦

S D 08 南北清
長さ 56以上、

幅 30以上
0.2以 上 奈良時代の上師器杯か皿・須恵器甕、平瓦 S B 02よ り古い

S K 13 不整方形
東西 1.2以上 X

南北 15以上
中国産白磁碗 平安時代後期。

1は、SE 09枠 内出上の文字埠で、「□ [坂ヵ]本人万

□」と人名とみられる文字がヘラ描きされている。現存長は、

H。2硼、幅 14.5硼、厚さ7.7cmで ある。2は、井戸 SE 09

枠内から出上の木製のものさしである。細長い板の上面をや

や甲高にして、上面に2.96～ 3.2cm、 下面に2.8～ 3.lcm

の間隔で刻線を入れていることから、1寸刻み尺 とみら

|

0              10 Cm

杏遺跡 。平城京跡 (左京八条二坊一坪)の調査 第 563次

れ、 6寸目で折れている。 5寸 目にあたる刻線上にはさ

らに「×」の刻線があることから、本来の長さは 10寸つ

まり1尺 (小尺)にあたる30cm前後 と推測される。現

存長は 18.6cm、 幅 2.2cm、 厚さ0.8cmで ある。 3は、奈

良時代の井戸 SE H枠内から出上 した網状の漆塗製品

で、類似のものが平城宮跡からも出上 しており、その形

状から漆紗冠の断片とみられる。 4は、平安時代の上坑

S K 13か ら出上の 12世紀中頃～後半頃の中国製白磁碗

で、口縁が玉縁状であり、森田分類のⅣ類にあたる。

V 調査所見

今回の発掘区は、一坪の南端中央にあたる。調査の結

果から坪の東半同様、坪の南辺に沿って井戸が設けられ

ており、その北側に建物群があることがわかつた。また、

今回検出した井戸の枠内からは、奈良時代中頃から後半

にかけての上器等 とともに、ものさしや漆紗冠の断片と

みられる網状の漆塗製品が出上した。これらは、平城京

内での出土例がわずかであり、当時の度量衡や衣冠につ

いて知ることのできる貴重な資料 といえる。

なお、南発掘区部分は、鎌倉時代に遺構面が削平され

ている。人為的に地下げが行われたものとみられるが、

調査地の西側及び東一坊大路のあつた部分が水田化以前

は低湿地であることから、こうした低い土地の埋め立て

土に利用していた可能性がある。 (久保清子 )

1)奈良国立文化財研究所『木器集成図録 近畿古代編』1986

2)奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告書 H』 1962・『平城宮発掘

調査報告書Ⅶ』1976・ 関根真隆 『奈良朝服飾の研究』1974 吉川弘文

館

3)森田勉・横田賢次郎「太宰府出上の貿易陶磁」『九州歴史資料館研究論

集 4』 1978 九州歴史資料館

※事業担当課との協議により検出した井戸については、工事掘削深度以下は

掘り下げず、それ以下の部分については保存する措置をとった。
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o          5cm

井戸 SE09,11
(1・ 4:1/4、

・土坑 SK13出 土遺物
2: 1/3、  3: 1/2)

遺構番号 棟方向
規模 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m)

備考
桁行 ×梁行 (m) (m) 桁行 梁行

S B 02 不 明 2以上 ×l以上 36以上 18以上 柱穴の深さ 02m。

S B 03 東西 3以上 x2 51以上 375 西か ら 1.5-18-1.8 】ヒから 18-195 柱穴の深さ0.3～ 0.5m。

S B 04 東 西 2以上 Xl以上 4,8以 上 27以上
柱穴の深さ03m。 柱抜き取り穴から

土馬出上。 S K 06よ り古い。

S A 05 南 北 1以上 21以上 柱穴の深さ0.2m。

導



事 業 名

通知者名

調 査 地

済美小学校校舎建設事業

奈良市長

西木辻町 5-2

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 18年 10月 16日～ H月 1日

200ゴ

武田和哉

14.平城京跡 (左京五条六坊二坪)の調査 第 564次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京五条六坊二坪の

中央よりやや南西寄 りの場所に該当している。調査地の

周辺では、市HJ第 333次・537次調査が実施されてお

り、古墳時代の溝・土坑、奈良時代の柱穴や平安時代の

井戸などが確認されている。

I 基本層序

発掘区の大部分が旧校舎解体時に遺構面が削平されて

おり、その際の造成上が lm以上に及んでいる。遺構面

が残存 している部分では、その下に校合解体以前の造成

上 (約 0。3m)、 暗茶褐色土 (0,1～ 0.15m=旧耕作土)、

茶灰 (淡茶灰)色土 (約 0。 lm=旧床土)と 続き、現地

表下 0.6～ 0,7mで黄褐色粘土 (砂礫)の地山層に至る。

地山上面の標高は 70.0～ 70,lmである。

Ⅲ 検出遺構

検出遺構には、奈良～平安時代初頭の掘立柱建物 2棟

と掘立柱列 2条がある。以下、主要な遺構について記す。

S B 01は 発掘区の西側中央付近で検出した掘立柱建

物。発掘区内では東西 1間 (約 2.4m)、 南北 3間 (7.2m)

分を検出。北側に庇が付 く建物と想定され、東・南へ続 く。

S B 02は 、発掘区の西側中央付近で検出した掘立柱建

物で、東西 1間 (約 2.7m)、 南北 2間 (4.8m)分を検

出。 S A 03は、発掘区西辺中央より南寄 りで検出した

南北方向の掘立柱列。発掘区内では2間 (約 3.Om)分

を検出。建物の一部の可能性があり、その場合は更に南・

西側へ続 くとみられる。 S A 04は、発掘区中央から南

東寄 りで検出した南北方向の掘立柱列。発掘区内では3

HJ第 564次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

間 (約 4.5m)分 を検出。建物の西側の柱列の可能性が

あり、その場合は更に東側へ続 くとみられる。

今回の調査では、校舎解体時の攪乱が大きく、部分的

な遺構検出に留まり、掘立柱建物や柱列の規模を確定で

きなかったが、遺構面が残存している部分では比較的遺

構密度が高い様相が確認できた。また、柱穴の位置や状

況等からみて、複数の時期の建物の存在が想定される。

V 出土遺物

遺物は、遺物整理箱 5箱分が出土した。大半を占める

奈良時代後半～平安時代初頭 (8世紀後半～ 9世紀初頭)

の上師器・須恵器・丸瓦 。平瓦のほか、古墳時代 (5世

紀頃)の須恵器・土師器の破片も含まれており、近隣で

の調査成果とも合致する。

V 調査所見

今回の調査では、残存している部分では遺構密度が高

く、奈良時代の建物・柱列の重複等から、少なくとも3

時期程度の遺構変遷が想定される。 (武田和哉)

HJ第 564次調査 発掘区遺構平面図 (1/250)

-147,280

発掘区中央部 (西から)
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事 業 名

届出者名

調 査 地

マンション新築

JR西 日本不動産開発 (株 )・ 野村不動産 (株 )

大宮町三丁目 203

平成 18年 ■ 月7日 ～平成 19年 1月 30日

720だ

武田和哉

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

15.平城京跡 (左京三条四坊四坪)の調査 第 566次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京三条四坊四坪の

北辺西隅付近に該当する。調査地周辺では過去に調査事

例があり、奈良時代の掘立柱建物・塀などが検出されて

いるが、北隣では中世に埋没する河川により遺構が破壊

されており、本調査地での遺構の様相が注目された。

I 基本層序

基本層序は、造成上 (0.5～ 0.6m)の下に、黒灰色

粘土 (耕土 )、 暗灰褐色土 (床土)、 淡青灰色砂、茶褐色

粘上、灰褐色粘土等があり、地表下約 1.0～ 1.lmで青

灰色または黄灰色シルトの地山に至る。地山は発掘区南東

部分で良好に残存しており、それ以外は後述の河川により

破壊されている。地山上面の標高は62.4m前後である。

Ⅲ 検出遺構

主要な検出遺構には、奈良時代の掘立柱列、平安時代

初期の井戸、鎌倉時代以降室町時代後半までに埋没した

河川跡、室町時代後半の上坑がある。このほか発掘区中

央東寄 り付近で掘立柱穴を数個検出したが、明確に建物

としてまとまらない。以下、主要遺構の4RI要 を記す。

S A 01 発掘区南辺の東寄 りで検出した掘立柱列。東

西 1間 (2.7m)、 南北 1間 (2.4m)を検出。各柱穴は隅

丸方形の掘形で径 0。7～ 0,8mと 近似するが、深さは 0,1

～ 0.4mと 一様でない。L字形に曲がる様相から、建物の

一部の可能性がある。奈良時代の上器片が少量出上した。

S E 02 発掘区の南東隅よりやや西側で検出した井

戸で、掘形は平面円形を呈し、径は約 2.lm。 井戸枠は

方形横板組隅柱留型で、横板は7段分、高さ約 1.8mが

残存する。掘形の深さは2m以上で、掘形から8世紀末

の上器が、枠内から8世紀末～ 9世紀初頃の土器が出土。

河川 03 発掘区内を北東から南西へと流れる河川跡。

東西約 33m、 南北約 30m分を検出。深さは最深で約 3.5

m、 埋土は複雑に分かれているが、その主体は砂礫で構

成されている。奈良～鎌倉時代の土器や瓦の破片が出土。

S K 04 発掘区北東側の河川 03上面で検出した土坑

で、掘形は平面円形を呈し、検出面からの深さは約 0,7

mである。埋土から室町時代後半期の陶器片が出上した。

V 出土遺物

遺物整理箱 7箱分が出上した。その内訳は奈良～平安

時代前半の上師器・須恵器・緑釉陶器・塁書土器 (「 大」

力)、 軒丸瓦 (6284型式C種 )・ 丸瓦・平瓦・面戸瓦、鎌倉

時代の上師器・瓦器、室町時代後半期の陶器、輸入陶磁

器 (H～ 12世紀の白磁 。14世紀の青磁 )、 時期不明の

サヌカイト製石器・製塩土器。砥石・輔羽日・滓等である。

V 調査所見

本調査では、遺構面が残存する発掘区南東部で柱穴を

検出したが、遺存状況が悪 く建物 としてまとまらない。

発掘区内を斜行する河川 03は、調査地周辺での過去

の発掘調査結果や地割の様相などとも併せて考察する

と、調査地の北東から調査地付近へと至 り、さらに南西

方向に流れていたと推定される。

調査地の近隣では、北東方向に約 300mの地点で実

施 した国第 H6次調査で、幅約 15m、 深さ約 2mの河

川跡が確認されている。規模等に差はあるが、この河川

跡埋土にも中世の遺物が含まれており、地形的な様相 と

も併せ考察すると、河川 03の上流にあたる可能性が高

く、双方とも中世に埋没した旧河道と考えられる。

調査地南東側の下流方面は、江戸時代の絵図に「添川」

が描かれており、現在も道路下の暗渠として残る。現在

の添川は河川 03よ り小さい規模であるが、流域の一部

が重複 しており、河道の一部が江戸時代頃まで残存して

添川の一部となった可能性もあろう。   (武 田和哉)

1)奈良県立橿原考古学研究所「平城京左京三条四坊四坪の発掘調査槻報」

『奈良県遺跡調査概報 1989年 度 (第一分冊)』 1990、 奈良国立文化財研究

所「左京三条四坊四坪の調査 第 15618次」『昭和 59年度平城宮跡発掘

調査部発掘調査概報』1985、 奈良国立文化財研究所「左京三条四坊三坪

の調査 第 138次」FH召和 56年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報劃1982

2)奈良国立文化財研究所『平城京左京三条四坊七坪発掘調査慨報』 1980

3)「三條村領内絵図J三條農家組合『奈良三條村史』2006 所収

HJ第 566次調査 発掘区位置図 (1/5,000)
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平城京跡 (左京三条四坊四坪)の調査 第 566次
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H」 第 566次調査発掘区 遺構平面図 (1/250)

発掘区西半垂直写真 発掘区東半垂直写真

団 SE02
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16.平城京跡 (左京六条一坊十五坪)の調査 第 567次

事 業 名  宅地造成               調 査 期 間  平成 18年 12月 4日 ～ 12月 7日

届出者名  (株)ホ クシン            調 査 面 積  30∬

調 査 地  奈良市柏木町 451番 2           調査担当者  久保邦江 三好美穂

I はじめに

調査地は、条坊復原では左京六条一坊十五坪の西辺中

央部分に相当する。同坪内では 3箇所で調査例があり、

市H」 第 139次調査で東一坊坊間東小路及び同両側溝、

市HJ第 405次調査第 3発掘区では六条条間北小路及

び同両側濤、市試掘第 94-19次調査では奈良時代の柱穴、

溝を確認している。また、調査地の北側の柏木遺跡では

弥生時代中期の方形周溝墓や、古墳時代中期の掘立柱建

物・塀を確認 している。本調査は坪内の様相並びに奈良

時代以前の遺構・遺物を確認する目的で実施 した。

工 基本層序

発掘区内の基本層序は、造成土 (0.6～ 0,7m)、 耕作

土 (0。2～ 0。3m)、 灰色砂 と黄褐色粘土ブロック混合土

(0。 lm)と 続き、現地表下約 0。9mで明黄褐色粘上の地

山となる。遺構検出は地山上面 (標高 55,8m)で行った。

Ⅲ 検出遺構

検出遺構には、奈良時代の掘立柱建物 1棟、柱穴、素

掘 りの溝がある。

掘立柱建物 SB01は、発掘区西端で検出した。柱穴4ヵ

所を確認し、その柱掘形は一辺が約 lm、深さは約 0。 9m、

柱間は東西方向 1,8m以上、南北方向 1.5m以上で、総

柱建物の一部であると考えられる。南西隅で検出した以

外の柱穴で、柱の抜き取 り痕跡を確認している。柱掘形

および柱抜き取 り痕跡からは弥生時代の石鏃、奈良時代

の須恵器片・土師器片、平瓦片・丸瓦片が出上した。

発掘区中央北端で検出した柱穴 P02は一辺が約 lm、

深さ 0。9mの柱堀形である。SB01の柱穴 と同規模で柱

筋も揃うが、別の建物の柱穴 と考える。柱抜き取 り痕跡

から奈良時代の平瓦片が出上した。 (久保邦江)

1略
ユ%

―
 -147,805

―
 一147,807

|

H」 第 567次調査 発掘区遺構平面図

Ⅳ 出土遺物

弥生時代の上器片・石鏃 (サ ヌカイ ト製・柳葉形 )、

奈良時代の須恵器片・土師器片・平瓦片・丸瓦片、瓦器

の細片があるがその量は少ない。

V 調査所見

発掘区は十五坪の西端部分ではあるものの、比較的規

模の大きな奈良時代の柱穴が検出された。弥生時代の遺

物の出土は、柏木遺跡の広が りを検討する資料 となると

考える。

o                    5m

(1/100)

HJ第 567次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

発掘区全景 (西から)
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事 業 名

届出者名

調 査 地

共同住宅新築

個人

奈良市宝来二丁目809-1の 一部

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 19年 二月 15日～ 1月 31

101ど

安井宣也

日

17.平城京跡 (西三坊坊間路)の調査 第 570次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では右京三条三坊五・

十二坪を画する西三坊坊間路の西辺付近にあたる。現状

は水田で、東側の南北道路は坊間路の遺存地割である。

西三坊坊間路については、調査地の約 150m北方にお

いて平成 13年度に県が実施 した調査で路面 と東西両側

溝が確認されている。

今回の調査は、西三坊坊間路の西辺付近の様相を把握

することを目的として実施した。

Ⅱ 基本層序

基本的には、水田耕作土 (0.3m)の下に水田床土の

黄灰色砂質シル ト (2層あり、0,4m)、 褐灰色砂質シル

ト (0.2m)、 黄褐色シル ト質砂 (0,2m)が あり、その

下で台地を形成する灰黄色砂質シルトや灰白色砂質シル

トの地山上面 となる。ただし、水田床上のうち上から2

層日以下の層 (図中4～ 6層)は発掘区南端では堆積し

ない。地山上面には乾田に特有の斑鉄がみられる。

地山上面は古墳～奈良時代の遺構面である。その標高

は 73.5-74.O xnで 、 南から】胎、緩やかにTる。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、古墳時代の溝 S D 01、 奈

良時代の西三坊坊間路西側溝 S D 02、 同路面 S F 03を

検出した。

S D 01 幅 0,2m、 深さ0,lmの 溝で、南東から北西

に斜行する。埋土は黄灰色砂質粘土混じリシル トで、古

墳時代前期の上師器甕片が出上した。

S D 02 幅約 2m、 深さ0.3～ 0.4mの 南北方向の清

で、西二坊坊間路西側溝である。溝底は標高 73.1～ 73,7

mで南から北へ下っている。発掘区北端では東西 1.Om、

南北 1.4mの平面楕円形で深さ 0。9mの窪みがみられる。

HJ第 570次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

埋土は、上層が暗灰黄色シル ト質砂、下層が埋立て上の

様相を示す地山の粘土ブロックを多 く合む黄灰色砂質

シル ト・粘上で、 ともに奈良時代の土器・瓦片と炭粒を

含む。なお、溝心の座標はX=-146,504.00m、 Y=
19,929,40mで ある。

S F 03 西三坊坊間路の路面で、西側溝に沿った西

辺 2～ 4m分を検出した。本来の路面は後世の耕地化

によってひな壇状に改変されている。

l 黒褐色砂質シルト
2 黄灰色砂質シルト
3 責灰色砂質粘土混じリシルト
4 責灰色砂質粘土混じリシルト
5 褐灰色砂質シル ト
6 責褐色シルト質砂
7 灰色砂質シルト
8 暗灰黄色シルト質砂
9 責灰色砂質シルト・粘土

+10。 11層 ブロック
10 灰責色砂質粘土混じリシルト
H 灰白色砂質シルト・粘土

※ 1・ 2 水田耕作上
3～ 6 水田床土
7:耕作溝埋土
8 。 9  S D02埋三L
10。 11 地山

Ｗ

＼
＼

」
・
Ｈ ‥

７４
．
。ｍ
一

HJ第 570次調査 発掘区北壁土層図 (1/60)

発掘区北壁土層断面 (南から)
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V 出土遺物

遺物整理箱で 10箱分あり、その内訳は、古墳時代の

土師器、奈良～平安時代初頭の上師器・須恵器・施釉陶器・

瓦類、鎌倉・室町時代の土師器 。瓦器・瓦質土器・青磁

等である。

溝 S D 01か ら出土した古墳時代前期の土師器甕は二重

口縁で、山陰系の特徴をもつ。

西三坊坊間路西側溝 S D 02か ら出土した上器には、土

師器甕・壺 B・ 杯A・ 皿 A・ 皿 C・ 高杯、須恵器甕・壺A・

壷 B。 壷 L・ 壷M・ 壼N・ 杯A・ 杯 B・ 杯蓋・椀 A・ 皿A・

皿 Cと 製塩土器がある。土師器の椀Aや皿Aは C手法で

仕上げられたものが合まれており、8世紀後半～末頃の

特徴を示す。

施釉陶器には、黄褐色シルト質砂 (図中6層)か ら出

土した9世紀前半頃の灰釉陶器皿片と、表土掘削時に出

上した緑釉陶器の椀とみられる小片が各 1点ずつある。

鎌倉・室町時代の上器は、水田床土から出土した。

V 調査所見

今回の調査で得られた成果は、以下の通りである。

① 古墳時代前期の溝が検出されたことから、調査地付

近に同時期の遺跡が存在することがうかがえる。

② 奈良時代の西三坊坊間路の西側溝の溝底は南から北

へ下る。北方の県の調査地では西側濤の溝幅が 1.3～ 1.5

m、 深さが 0.3mで あるので、清幅は本調査地のほうが

やや広く、深さはほぼ同じである。

③ 埋上の下層が埋立て土の様相を示し、8世紀後半～

末の上器片と瓦片を合むことから、8世紀末以降に埋め

られたことが推察される。

④ 西三坊坊間路の路面は後世の改変を受けている。発

掘区内では南から北へ緩やかに下る。北方の県の調査地

では路面の標高は73.3mで、発掘区北端とほぼ同じであ

ることから、調査地の封ヒ端から】いまかなり平坦であった

とみられる。

④ 県の調査地における西三坊坊間路西側清の清心の座

標値はX=-146,367.50m、 Y=19,928.60mで ある。

今回の調査地との間における溝心の方眼方位に対する振

れはNO° 2σ 9″ Eと 求められ、基本的に方眼方位北に対

し西に振れる南北方向の道路心と反対の方向に振れるの

で、側溝心々間の距離が県の調査地 (8.4m)よ りも広

がる可能性がある。

⑤ 東側の南北道路は、東側溝の位置を踏襲して造られ

た遺存地割と考えられる。        (安 井宣也)

1)奈良県立橿原考古学研究所 「右京三条三坊六・十一坪の調査」『奈良

県遺跡調査槻報 2001年 度 (第 1分冊)』 2002

平城京跡 (西三坊坊間路)の調査 第 570次

0                        10m

HJ第 570次調査 発掘区遺構平面図 (1/200)

▲

八

発掘区全景 (南から)
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18。 平城京跡 (左京三条五坊十二坪)の調査 第 571次調査

事 業 名

届出者名

調 査 地

店舗新築

個人

奈良市油阪地方町 8-1、 油阪町 2-3他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 19年 2月 5日 ～ 2月

100だ

中島和彦

13日

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京三条五坊十二坪

の南辺部中央に相当し、また中近世の奈良市街地の西端

にあたる。なお調査地は明治～昭和時代の出口池の池内

にあることから、まず敷地全域に 5箇所の発掘区を設定

して試掘調査 (市 06-12次 調査)を行い、その結果遺

構面が残存する南東部分で発掘調査を行つた。

I 基本層序

発掘区内の層序は、上から造成上 (1～ 4)、 盛± 1

～盛± 3、 耕作土 (6)、 暗灰色粘土層 (10)で、地表

下約 1,2mで明青灰色粘土またはオリーブ灰色粘上の地

山となる。地山上面の標高は約 66.6mである。盛± 2・

3は、南側から埋められており、最終的に盛± 1で埋め

られる。盛± 2・ 3は、地山の粘土を多量に合む暗灰色

粘土を主体 とし、さらに細か く数層に分かれる。盛± 1

と2の間および盛± 2と 3の間には薄い砂礫層があり、

一時期の池の汀 と考えられる。遺構検出は地山上面で

行った。

Ⅲ 検出遺構

土坑が 7基ある。発掘区西辺の土坑 SK01は東肩のみ

検出し大半は発掘区外にある。試掘調査第 5発掘区検

出分を合め、東西 4m以上、南北 10m以上、深さ0.6m

以上あり、底面は凸凹である。西側に一段落ちる土地の

段差の可能性 も考えられる。試掘第 5発掘区部分で 18

世紀末以降の信楽産の陶器が出土 した。

その他の土坑は、平面形が径約 0.4mの円形のもの、

東西 6.8m、 南北 1.4m以上の不整形なものなど形はさ

HJ第 571次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

まざまで、深さは 0.1～ 0.6皿 あり、いずれも地山の粘

土を含む暗灰色粘上で埋まる。これらの上坑からは8世

紀頃の上師器、須恵器片が出土しており、それ以降の時

期のものと考えられる。

W 出土遺物

土器類が遺物整理箱 l箱、瓦片 2点、種 2点がある。

土器は土坑・遺物包合層等か ら出土 し、いずれも小片

で、 8世紀頃の土師器杯・甕、須恵器杯・甕、製塩土器、

16～ 17世紀頃の上師器羽釜、17～ 19世紀頃の肥前

産磁器碗・瓶などがある。

V調 査所見

今回の調査では、発掘区が近代の出口池内に該当する

ものの、その池底から奈良時代以降の上坑を検出した。

出口池は 17世紀前半に造 られた とされ、17世紀中頃

の「奈良絵図」にも描かれている。池は明治 12年 (1879

年)の絵図までは、油坂町南側の道路 (現在の大宮通 り)

と三条通 り間の北半部に描かれ、発掘区周辺は池の外の

LH:675m

‰  盛土 ]

盛±2

盛上3

10暗灰色粘土

(オ リーブ灰色粘土含む)

11オリーブ灰色粘土

l解体時造成土

2茶褐色土 (造成上)

3黒褐色土 (造成土)

4茶褐色土 (造成上)

5茶褐色砂質土

6暗灰色粘土

7暗灰色粘土 (オ リーブ灰色粘土合む。SK03埋土)

8暗灰色粘土 (オ リーブ灰色粘土含む。SK05埋土)

9暗灰色粘土 (オ リーブ灰色粘土含む。SK06埋 土)

HJ第 571次調査 発掘区東壁土層図 (1/80)
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田畠が描かれている。しかし明治 23年の「奈良町全図」

では調査地は池内になる。こうしたことから、耕作土 (6)

は明治 23年以前のもの、盛± 2～盛± 3は 明治 23年

以降の池の南岸の堤の盛上、盛± 1は戦後の出口池埋立

に伴 う盛土に該当するものと考えられる。

一方、遺構面の標高が約 66.6mで あることから、標

高 65。 2～ 65.5mま で建物基礎が及ぶ試掘調査第 2・

3発掘区では、遺構面力消J平 されていることは明らかで

ある。また、現代の池の埋土 と考えられる黒灰色粘土層

等が堆積 し、耕作土層 (6)に対応する層がない第 1・

4発掘区では、明治以降の出日池の浚渫で遺構面が削平

されたものとみられる。         (中 島和彦)

第2発掘区

旧建物部分

第3発掘区

平城京跡 (左京三条五坊十二坪)の調査 第 571次

H」第571次発掘区

第4発掘区

2基礎抜取り上

3明灰色砂

4褐色土

5灰色粘土

6黒色粘土

(灰色砂含む)

7黒灰色粘質土

8淡緑灰色シルト

9灰色砂礫

L.H:68.5m

0              1   20m

H」 第 571次調査・試掘第 06‐ 12次調査 発据区遺構平面図 (1/400)。 上層柱状図 (1/50)

発掘区全景 (東から)

第1発掘区
第4発掘区

第1発掘区 第2発掘区 第3発掘区 l

67.Om

1 1

2

計／　２
にけⅧ院にに∈

66.Om
7

6
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19.平城京跡 (左京九条二坊十五坪)の調査 第 572次

事 業 名

届出者名

調 査 地

共同住宅新築

個人

奈良市西九条町二丁目 H5他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 19年 2月 13日 ～ 2月 26日

112�

安井宣也

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京九条二坊十五坪

の南西隅で、東二坊大路に面する場所にあたる。現状は

倉庫用地で、旧状は水田である。すく
や
南では平成 2年度

に市試掘第 90-6次調査を実施し、奈良時代の井戸 1基 (S

E01)、 小土坑・柱穴を検出している。

今回の調査は十五坪南東隅の様相の確認を主な目的と

して実施 した。

Ⅲ 基本層序

造成上 (1.Om)、 水田耕作土 (0.lm)、 同床上の灰

色シル ト混じり砂 (0。3m)の下で沖積層である暗オリー

ブ灰色砂混じリシル トの地山上面 となる。

奈良時代の遺構面は地山上面で、その標高は 53。9m
である。なお、水田床上の灰色シル ト混じり砂中には 17

世紀以降の陶磁器片を合む。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、奈良時代の土坑 S K 02

と、江戸時代以降の上坑 2基を検出した。

S K 02は東西 0,4m以 上、南北 0。4mの平面隅丸方

形で、深さ0.lm。 埋土は灰黄褐色シル ト質砂で、8世

紀の上師器片が出土した。江戸時代以降の土坑の埋土は

水田床土と地山のシルト・粘土ブロックが混合する。

Ⅳ 出土遺物

遺物整理箱 1箱分ある。主なものは奈良時代の上師器

甕 。重 B、 須恵器杯、土馬、平瓦 と16世紀末の信楽系

陶器摺鉢、17世紀以降の肥前系陶磁器碗・皿で、いず

れも小片である。奈良時代の上師器壼 Bは土坑 S K 02、

土師器甕・須恵器杯は江戸時代以降の上坑、その他の遺

物は水田床土から出土した。

V 調査所見

市試掘 90-6次調査の成果も踏まえると、調査地付近

は奈良時代には空閑地であったとみられる。

なお、調査地付近の東二坊大路の道路心の位置は、北

東約 500mの市TI第 25次調査地 (平成 H年度)の

東三坊坊間路の道路心を基準とし、道路心の方眼方位の

振れを朱雀大路 と同じNO° 15′ 41″Wと仮定すると、槻

ねX=-149,450m、 Y=-17,502mに 求められ、西側

溝の位置は敷地外東側 と推察される。   (安 井宣也)

30六

-149,450

H」572

(今回の調査 )

ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｌ

l 造成上
オリーブ黒色砂質シルト
灰色シルト混じり砂
灰オリーブ色シルト混じり砂
暗オリーブ灰色砂混じリシルト

6 黄褐色粘土
7 黒褐色粘土

※ 2 水田耕作土
3・ 4 水田床土
5～ 7 地山

HJ第 572次調査 土層図

※江戸時代の上九

市試掘906

15m

(1/50)。 発掘区遺構平面図 (1/500)

2

3
4
5

HJ第 572次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

発掘区全景 (西から)
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事 業 名

届出者名

調 査 地

マンション新築

株式会社ユニホー

三条栄町 198-1他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

平成 19年 2月 26日 ～ 3月 23日

340�

武田和哉

20。 平城京跡 (左京四条三坊十五平 )の調査 第 573次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京四条三坊十五坪

の中央より西へ寄った部分に該当する。当坪の東半部分

については過去に調査事例があり、奈良時代の掘立柱建

物・塀などの遺構が検出されている。一方、坪の西半部

分での調査は今回が初めてであり、遺構の様相の把握を

第一の目的として実施 した。

Ⅱ 基本層序

基本層序は、造成上 (1.7～ 1.8m)の下に、黒灰色

粘土 (水田耕作土)、 暗灰褐色土 (床土)、 暗灰色土、暗

黄褐色粘質土 (遺物包合層)、 暗灰褐色土 (遺物包合層)

があり、地表下約 2.5mで茶褐色粘土もしくは淡黄灰色

粘上の地山に至る。遺構検出作業は地山上面で実施 した。

地山上面の標高は、60.8～ 60。9mである。

Ⅲ 検出遺構

主要な検出遺構には、奈良時代の掘立柱列・建物、濤、

性格不明遺構がある。以下、主要遺構の概要を記す。なお、

遺構の規模などの詳細は次頁の表にまとめている。

S A 01は、発掘区北辺で検出した東西方向の掘立柱列

で、 6間分を検出した。さらに発掘区外へ続 く可能性が

ある。なお、北側にある柱穴と組み合わさり建物となる可

能性もある。 S D 02は、発掘区の北側で検出した東西方

向の溝で、西に向かって徐々に浅 くなり、発掘区西側で

は検出できない。前述のS A 01と は、約 1.5mの間隔で

並行する。 S A 03は、発掘区中央から北西寄 りで検出し

た東西方向の掘立柱列で、 2間分を検出した。さらに発

掘区外西側へと続 く可能性がある。 S D 04は、発掘区中

央から北西寄 りで検出した東西方向の清である。前述の

SA 03の南に並行しており、発掘区中央付近から以東で

は検出できない。SX 05は、発掘区東辺中央付近で検出

した性格不明の遺構である。前述のS D 04の東側延長上

付近に位置している。平面形は、東西方向の清に似た様

相を呈し、掘形の南辺と北辺には板状の木材を立ててい

た。木材の内側には数箇所で木杭もしくはその痕跡が確

認され、木材の固定に使用したとみられる。埋土から奈

良時代の上器片が出土した。SA 06は、発掘区中央付近

で検出した南北方向の掘立柱列である。SA 07は、発掘

区中央から東寄 りで検出した掘立柱列である。前述のS

HJ第 573次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

A06と 並行する。 S D 08は 、発掘区中央から南寄 りで

検出した東西方向の溝で、数箇所で途切れる様相を呈す

る。SA 09は、発掘区南側で検出した東西方向の掘立柱

列で、発掘区外西側へとさらに続 く可能性がある。前述

のS D 08と は約 2m程度の間隔で並行する。SB 10は 、

発掘区南辺で検出した東面庇付きの南北棟掘立柱建物

で、発掘区外 。南側へと続 く。SB Hは、発掘区南西で

検出した掘立柱建物で、発掘区外西側および南側へと続

く。遺構の重複関係からみて、SB 10よ り新しい。

V 出土遺物

遺物は遺物整理箱約 5箱分が出土 した。その内訳は、

奈良～平安時代前半の上師器・須恵器・製塩土器、転用

硯・土馬の破片、丸瓦・平瓦・道具瓦・辱、および時期

不明の板材・輛羽口などである。

V 調査所見

本調査で検出した遺構のなかで、柱列 。溝 ともに東西

方向の遺構が大半を占めている。また、発掘区のほぼ中

央付近には、他の箇所に比べて遺構の密度が低い部分が

東西方向の帯状に拡がる。この部分は、十五坪の北端か

ら平内約三分の一の距離の位置に相当している。

これらのことから、遺構密度の低い部分は移動空間で

あった可能性が高 く、東西方向の坪内道路が想定される。

そして、その両側にある東西方向の清は、坪内道路に付

随する側溝の残存部分であつて、さらに溝の外側に位置

する東西方向の柱列は、坪内道路 と宅地 とを区切る閉塞

施設の一部である可能性が指摘できよう。ただし、限ら

れた発掘面積の中での所見でもあり、今後の周辺地域の

調査成果の蓄積を待つて再検討をしたい。 (武田和哉)
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‐17,995

9        2nllllll■ ■ |
HJ第 573次調査 発掘区南壁土層図(1/80)

L.H:635m w

9 暗灰褐色土 (遺物包合層)

10淡茶灰色粘土
11暗茶llB色粘土 (柱穴埋■)

12暗茶灰粘土
13暗茶褐色土+灰色粘土

(柱穴埋上)

14灰色粘土 (柱穴埋土)

15暗灰色粘土 (柱穴埋土)

16黄灰色粘土 (地 山)

-17,110

|

-17,105

|

H」 第 573次調査 発掘区遺構平面図 (1/200)

HJ第 573次調査 検出遺構一覧表

‐17,100           -17,095

1  1 ▲
二
八

l 造成上
2 黒llB色 粘土 (旧水田土)

3 暗褐色土 (旧水田土)

4 暗灰色上 (床土)

5 暗褐色土 (素掘濤埋土)

6 暗灰色土 (暗 い。床土)

7 暗褐色土 (素掘溝埋土)

8 暗黄褐色粘質土
(遺物包合層)

‐146,725

発掘区全景 (北から)

発掘区北半部 (東から)

遺構番号
掘  形

主な出土遺物平而形 平面規模 (m) 深 さ (m)

S D 02 東西溝
鱚 OR～ ∩Б

01～ 015 奈良時代の上師器・須恵器

S D 04 東西湾
長さ延ぺ 60以上、

lls 0 2～ 06 005-015 奈良時代の土師器・須恵器
丸瓦 平瓦

S X 05 束西清状 長さ 10× 幅 02 005前 後
密 薫 器

S D 08 東西溝
長 さ延 べ υ8以上 、

鱚 02～ OR 005-01 奈良時代の上師器 須恵器・

遺構番号 棟方向
規模 (間 ) 桁行全長 染行全長 柱間寸法 (m)

備考
(m) 桁行 1 梁行

S A 01 東 西 6以上 108以 「 18等間 柱穴深 さ 03～ 06m.
S A 03 東西 2以 上 48以上 24等間 柱穴深さ04m前 後。

SA 06 南北 2 225等間

SA 07 南北 2 18等間 柱穴深 さ 02m。
S A 09 東 西 5以上 90以上 柱穴深 さ 02～ 04m。

S B 10 南北 ? 1以上 x2 15以上 15 19等 間
東廂の出 20m、 柱穴深さ身

舎 02～ 03m、 廂 03m前後

SB ll 南】監? 1以 上 ×l以上 30以上 27以上 30 1 27 柱穴深さ04～ 05m。 発掘区南半部 (西から)
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事 業 名  共同住宅新築              調 査 期 間  平成 19年 3月 13日～ 3月 30日

届出者名  個人                 調 査 面 積  186∬

調 査 地  奈良市西九条町一丁目2-6他        調査担当者  安井宣也 。中島和彦

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京八条三坊二坪の

西辺北寄 りにあたる。西面の南北道路は、東二坊大路の

遺存地割である。

二坪内における発掘調査は、今回が初めてである。今回

の調査は、二坪内の西辺北寄 りの様相の把握を主目的と

して、南北 2箇所の発掘区を設定して実施した。

I 基本層序

南発掘区では、基本的に水田耕作土・床土 (0。2～ 0.3

m)の下で黄褐色砂質シル ト・粘上の地山となる。地山

上面は奈良時代から室町時代にかけての遺構面で、その

標高は 54.7mで ある。ただし、南発掘区の南 。西辺 と

北発掘区の大部分は、水田耕作土・床土 (0.2～ 0.3m)

の下で後述する方形区画 S X 09の 濠の埋土となる。

Ⅲ 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、奈良～平安時代前期 と平

安時代末～室町時代の遺構を確認した。遺構の規模・形

状等は、表に記すとおりである。

奈良～平安時代前期の遺構

南発掘区で、掘立柱塀 1条 (S A 01)・ 掘立柱建物 2

棟 (SB 02・ 03)・ 土坑 1基 (S K 04)を検出した。

S A 01・ S B 02の 南部分は後述する方形区画 SX

09の濠、 S B 03の北の柱穴は後述する井戸 S E 07に

よってともに破壊されている。 S A 01と S B 02・ SB

03と は位置が重複するので、同時併存 しない。 S B 02

HJ第 574次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

の柱穴の掘形埋土 とS K 04の埋土から9～ 10世紀初

頭頃の土器片が出土した。なお、東二坊大路の東側溝 と

それに面する築地や塀の遺構は認められなかつた。

平安時代末～室町時代の遺構

溝 3子染 (S D 05,06・ 10)、 ラ牛戸=2:基 (SE 07・ 08)、

外周に濠が巡る方形区画の一部 (S X 09)と 小土坑群

を検出した。

S D 05・ 06、 小土坑群 南発掘区で検出 した SD

05・ 06と 小土坑の大半は、埋土中に 12世紀後半～ 13

世紀前半頃の瓦器片を含むことから、平安時代末～鎌倉

時代頃のものと判断される。

S E 07・ 08 ともに南発掘区で検出した。

S E 07の 掘形の底面は、湧水層の砂礫層を0.5m掘

り下げている。井戸枠の抜き取り穴は摺鉢状で、東側に

張り出し部分を伴うことから、井戸枠は東に倒して抜き

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１。

LH:
54,Om

暗灰責色シルト質砂
責灰色シルト質砂
黄灰色シルト質砂
黒褐色砂質シルト
地山のシルト・粘土ブロック

黄灰色砂質シルト
黒褐色砂質シルト・粘土

暗灰黄色砂礫混じり砂質シルト

地山のシルト・粘土ブロック、瓦片合む

暗灰黄色砂質シルト

H 地山のシルト・粘土ブロック
12 責灰色砂混じリシルト・粘上
13 黄灰色シルトブロック
14 暗灰黄色砂と黄灰色腐植混じり粘上のラミナ互層
15 黒褐色腐植混じり砂質シルト・粘土
16 黄灰色砂礫
17 灰色砂質シルト・粘土
18 灰色砂

HJ第 574次調査 北発掘区東壁土層図 (1/50)

※ 1・ 2 水田耕作土
3・ 5・ 6 水田床土
4 耕作清埋土
7～ 15 S X09濠 埋土

(9:土塁が崩れた上の可能性)

16～ 18 地山

|-148,836  S
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北発掘区全景 (西から)

SX09
(方形区画、アミ

南発掘区全景 (西から)

方形区画 S X 09 濠内埋土断面 (北発掘区、北西から)

A.平安末～室町期
の遺構

B.奈良～平安前期
の遺構

HJ第 574次調査

0                   1om

=148,860

▲

八

9                  10m

発掘区遺構平面図 (V250)

-17,500南

発掘 区   ぱ

測→
B03

恩
―

十

¨
　

Ａ０１

阿Ⅳ日湘ｔｉｔｌⅥ硼昨ぃ‐‐山‐

骸
ＳＫ０４

■ _

井戸 S E 08(南から)
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遺構番号 棟方向
規模 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m)

備考

桁行 X梁行 (m) (m) 桁行 梁行

S A 01 膏ユ】ヒ 3以上 6.3以上 2.1等 間 柱穴の深さ 0.4m。

S B 02 肩こ耳ヒ 1以上 ×1 2.4以 上 3.6 2.4
妻柱を欠く。柱穴の深さ0.2m。

柱穴から9世紀の上器が出土。

S B 03 不 明 1以上 ×1以上 東西 1.5以上 南】ヒ1.4以上 東西 1.5 南北 1.4以 上
建物の南西隅部分。柱穴の深さ

0.4m。

取られたとみられる。抜き取 り穴から出土した上器の時

期から、13世紀前半頃に廃絶したと考えられる。

SE 08は、重複関係からSE 07よ り新しい。掘形の

底面は湧水層の砂礫層上面で、水沼部分はさらに0.4m

掘 り下げて内部に曲物を据える。水沼部分の周囲には平

面円形の石組みの残欠がみられる。井戸枠の抜き取 り穴

は摺鉢状である。位置関係や重複関係から、 S E 07を

造 り替えた井戸 とみられ、抜き取 り穴から出上した上器

の時期から、15世紀前半頃に廃絶したと考えられる。

S X 09。 S D 10 方形区画 S X 09は、南発掘区で

区画の南西隅と濠、北発掘区で区画の北西隅と濠を検出

した。濠の底面は平坦である。埋土は主に暗灰色の粘土

やシル ト・砂互層で、滞水 していたことがわかる。北発

掘区では、埋上の上位に区画側の岸に沿って地山のシル

ト・粘土ブロック層 (土層図 9層)があり、位置的にみ

て区画の外縁に沿つて土塁が築かれていたことが推察さ

れる。濠の出土遺物の時期から 16世紀後半に形成され、

17世紀中頃までに廃絶したと考えられる。

S D 10は 北発掘区南端で検出された南北濤。 S X 09

の区画内に掘削され、濠に接続する。埋土は濠の埋土 と

一連の暗灰色の粘土やシル ト・砂互層である。

平城京跡 (左京八条三坊二坪)の調査 第 574次

Ⅳ 出土遺物

遺物整理箱 49箱分出上した。その内訳は、土器・土

製品が 30箱、瓦類が 15箱、木製品等が4箱である。

上器・土製品

(1)奈良～平安時代前期 (8世紀～ 10世紀)

上器には、土師器甕 。壺、杯・椀・皿・杯蓋・高杯、

須恵器甕 。重・壺蓋・杯・杯蓋・高杯、黒色土器A類杯、

緑釉陶器 (椀の可能性 )、 灰釉陶器椀・皿がある。また、

土製品には土馬、ミニチュア竃がある。主に土坑 S K 04

や方形区画 S X 09の 濠から出土した。

土坑 S K 04か ら出上した皿Aは内面ナデ調整で、平

城宮Ⅳの段階以降とみられる。建物 S B 02の 柱穴の掘

形埋土から出土 した黒色土器A類杯は底面に高台が付

き、土師器皿はe手法で調整される。ともに 9世紀後半

～ 10世紀初頭頃のものとみられる。緑釉陶器 と灰釉陶

器はいずれも9～ 10世紀頃のものとみられる。

(2)平安時代末～室町時代 (12世紀～ 16世紀)

在地産土器・広域流通品・貿易陶磁器に大別できる。

主に溝 S D 05・ 06の埋上、井戸 S E 07・ 08の井戸枠

抜き取 り穴や方形区画 S X 09の 濠から出上した。

在地産上器 土師器羽釜・皿、瓦器椀・皿、瓦質土器

遺構番号 平面形 平面規模 (m) 深 さ (m) 主な出土遺物 備 考

S K 04 不整円形 東西 1.8× 南北 2.5 0,7
8世紀後半～ 9世紀の上師器・須恵器・黒色

土器・灰釉陶器

S D 05 東西溝 幅 0.3、 長さ 2.6 0.2
12世紀後半～ 13世紀前半頃の上師器・須恵

器・瓦器、12世紀の白磁
質恵器は東播系の捏鉢。

S D 06 南北溝 幅 0.5、 長 さ 1.5 0.4 12世紀後半～ 13世紀前半頃の上師器・瓦器

S X 09 方形
南北 30× 東西 5以上、

濠の幅4.5以上
濠 :l.0～

1.2

16世紀後半の上師器・瓦質土器、16世紀末

～ 17世紀の陶磁器、7・ 8世紀 。12世紀以降
の瓦 (主に平瓦)

朴周に濠を巡らす方形区画。

S D 10 南北溝 幅 3.0、 長さ 1,3以上 0.8 S X 09の 濠に接続。

遺構番号
掘 形 井戸枠

主な出土遺物・備考
平面形 平面規模 (m) 深さ (m) 構造 内法 (m)

SE 07 円形 直径 1.1以上
円形枠組の

可能性

枠は抜き取られている。抜取り水から12世紀後半

～ 13世紀の上器片が出土。

SE 08 隅丸方形 一辺 1.4以上
円形石組の

可能性

枠は抜き取られている。水溜あり。抜取り穴から

14世紀後半～ 15世紀前半の土器片が出上。
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深鉢・浅鉢・摺鉢・捏鉢・蓋・羽釜・土管がある。

土師器は、① 12世紀後半～ 13世紀頃、② 14世
紀後半～ 15世紀前半頃、③ 16世紀後半頃の槻ね 3

時期に大別できる。②の皿には胎上の色調が自色系と赤

色系のものとがある。③の羽釜は菅原正明の分類で大和

I型が多く、方形区画 S X 09の 濠から多量に出土した。

瓦器は 12世紀後半～ 13世紀後半のもので、川越俊

―の編年で第Ⅲ段階A～ C型式の様相を示す。

瓦質土器の深鉢は日径 25～ 30mの大型品を合み、摺

鉢は日縁端部内面が内傾する 16世紀頃のものが多い。

広域流通品 13世紀初頭と14世紀前半頃の東播系須

恵器の捏鉢、14世紀後半～ 15世紀前半頃の常滑焼の甕、

16世紀の備前焼の甕・徳利、16世紀後半～末頃の信楽

系陶器の摺鉢がある。

貿易陶磁器 白磁 と青磁がある。白磁には、12世紀

頃の碗・皿・壺 と 16世紀頃の皿がある。碗は、横田賢

次郎・森田勉の分類で日縁部が玉縁状のⅣ類が多い。青

磁には、12世紀頃の同安窯系や龍泉窯系の碗。皿がある。

龍泉窯系の碗は、横田・森田の分類で I類が多い。

(3)江戸時代初期 (17世紀)

方形区画 S X 09の濠から、肥前系陶磁器 と瀬戸・美

濃系陶器が出上した。

肥前系陶磁器 陶器には碗・皿がある。大橋康二の編

年でⅡ期 (17世 紀前半)の ものが多いが、見込み部分

に胎土目積みの痕跡を残す I期 (16世紀末)や、全体

に施釉するⅢ期 (17世紀後半)の ものもある。 I・ H期

のものは内面 と体部上半の外面に灰色、緑色や褐色の釉

を施す。磁器には大橋の編年でⅡ期 (17世紀前半)頃
の碗 。皿がある。碗は染付である。皿は青磁で見込み部

外辺の釉を剥く
゛
ものが 1点ある。

瀬戸・美濃系陶器 藤澤良祐の編年で大窯第 4段階

(16世紀末～ 17世紀初頭)頃の特徴を示す碗・皿がある。

椀は天目茶椀形で、高台部の外面を除き全体に鉄釉を施

す。皿は折縁皿で、高台部の外面を除いて黄灰色の釉を

施す。体部内面に花弁、見込み部中央に花の文様の九彫

りを施すものと、そうでないものとんゞある。

瓦類

方形区画 S X 09の濠から、飛£時代・奈良時代 と平

安時代以降の瓦片が出上 した。軒瓦 と丸・平瓦があり、

平瓦が大半を占める。軒平瓦には、7世紀後半の重弧文

軒平瓦、8世紀の 6712型式A種・6716型式C種がある。

平瓦には、凸面にヨヨナデ調整痕、凹面に布目圧痕 と模

骨痕が残る7世紀後半のものが少数ある。

大半が平瓦で時期幅があることから、土塁の構築材 と

して再不U用 された可能14がある。

木製品

井戸 S E 08の 水沼めに据えられた山物や、方形区画

S X 09の 濠から出土した漆器椀 。曲物底板等がある。

V 調査所見

今回の調査で得られた成果は、以下の通 りである。

① 奈良時代後半には二坪の西辺北寄りは宅地となって

おり、平安時代前期まで存続した。その後、平安時代末

に調査地一帯で集落が成立し、江戸時代初期まで存続し

ていた。

② 調査地付近における東二坊大路の道路心の位置は、

南東約 300mの市TI第 25次調査地の東三坊坊間路の

道路心を基準 とし、方眼方位に対する振れを朱雀大路 と

同じNO° 15'41″Wと仮定 した場合、X=■ 48,835m、

Y=-17,505mに 求められる。

奈良時代の遺構で最も西寄 りにある土坑 S K 04が道

路心の約 9m東にあることから、道路側溝を合む大路の

最大幅が 18mを越えることはない。また、道路心の位

置が大路の遺存地割である南北道路の東端及び方形区画

S X 09の濠の西縁にあたることから、南北道路が大路

の道路心の位置をほぼ踏襲 し、室町時代末の 16世紀後

半頃には存在 したことが推察される。

③ 室町時代末に形成された方形区画 S X 09は 、天理

市の菅田遺跡で確認された室町時代後期の濠を伴う方形

区画 (東西 50～ 60m× 南北 130m、 濠の幅 8m)や
安堵町にある環濠屋敷の中氏邸 (東西 75m× 南北 40

～ 50m、 濠の幅8m)と 形状が似ている。

菅田遺跡では、鎌倉時代に成立 した集落内が在地領

主の菅田氏の居館 と一般構成員の家屋群に三分されてお

り、室町時代後期に居館の周囲に濠が掘削されて区画が

成立する。区画の廃絶時期は江戸時代初頭で、存続時期

が方形区画 S X 09と ほば重複するほか、濠の出土遺物

の様相も似ている。また、中氏邸は室町時代の在地領主

の中氏の居館である。

以上の点を勘案すれば、方形区画 S X 09は在地領主

である辰市氏の居館の可能性もある。   (安 井宣也)

1)菅原正明「畿内における土釜の製作と流通」文化財論叢 奈良国立文
化財研究所 1983

2)川越俊―「大和地方出上の瓦器をめく
｀
る二、三の問題」 文化財論叢

奈良国立文化財研究所 1983
3)横田賢次郎・森田勉「大学府出上の輸入中国陶磁器についてJ 九州歴

史資料館研究紀要4 1978
4)大橋康二『肥前陶器』 考古学ライブラリー55 ニューサイエンス社

1989

5)藤澤良祐「瀬戸・美濃大窯編年の再検討J(財 )瀬戸市埋蔵文化財セ

ンター紀要 2002
6)奈良県立橿原考古学研究所編 『菅田遺跡「 2000
7)石田貞雄・岡田英男 『中家の魅力習 向陽書房 1988
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22.平城京東市跡推定地・東堀河の調査 第 33・ 34次

事 業 名  33・ 34次 :共同住宅新築         調 査 期 間  33次 :平成 18年 10月 10日～ 11月 1日

届出者名  33・ 34次 :個人                    34次 :平成 18年 H月 27日～ 12月 22日

調 査 地  33次 :奈良市東九条町440-1の 一部他    調 査 面 積  33次 :204て、34次 :122ni

34次 :奈良市東九条町 4421の一部     調査担当者  安井宣也

I はじめに

第 33次調査地は、東市跡推定地の北東部を占める左

京八条三坊十一坪の北西部にあたる。また、第 34次調

査地は第 33次調査地のすく
ヾ
東で、坪内を南北に貫流す

る東堀河上にあたる。現状はともに水田で、後者は東堀

河の遺存地割として認識できる。

調査地周辺では過去に 3件の発掘調査が実施されて

いる。調査地の北西で実施 した市TI第 2次調査 (昭和

57年度)では、十一坪の北を画する八条条間路の南・

北側溝、南寄 りで複数の掘立柱建物・塀が確認された。

また、北東で実施 した市TI第 4次調査 (昭和 58年度)

では、八条条間路と東堀河が交差する箇所に 9世紀中頃

まで木橋が架かつていたことや、東堀河の西岸沿いに南

北方向の掘立柱塀が築かれていたことが確認された。東

堀河 S D 017の埋土は上層 (9世紀末までに堆積 )。 中

層 (9世紀前半に堆積)。 下層 (8世紀後半～末に堆積 )

の 3層 に大別でき、8～ 10世紀前半頃の土器・瓦類・

木製品 。金属製品などが出上した。

第 33次調査は十一坪北西部の土地利用の様相の把握

を目的として、第 34次調査は東堀河内の状態と埋没過

程の把握を目的として、それぞれ実施 した。なお、遺構

番号は東市跡推定地内で付している通し番号である。

Ⅱ 第 33次調査の概要

1 基本層序

水田耕作土 (0。 2m)、 水田床土 (2～ 3層あり、0。3m)

の下で、沖積層である灰オリーブ色砂質粘土混じリシル

トや灰色砂礫の地山となる。奈良時代の遺構面は地山上

面で、その標高は 56.8mである。

2 検出遺構

遺構検出は地山上面で行い、奈良時代の掘立柱建物

3棟 (S B 564～ 566)、 掘立柱塀 2条 (S A 567・

568)、 土坑 8基 (S K 569～ 576)を検出した。概要は、

表に示すとおりである。

掘立柱建物・塀 発掘区西半部でみられる。

S B 565と S A 567、  及つヾ S B 566と ■ゲ七S K 571

とは位置が重複するため、同時併存しない。 S A 568は

重複関係からS B 566よ り新 しく、後述する土坑 SK

TI第 33,34次調査 発掘区位置図 (1/5,000)

570よ り古い。 S B 564に は甕据付痕を伴 う。これは東

市跡推定地内では初見である。

なお、発掘区東辺でみられる柱穴は、位置的にみて東

堀河の西岸に沿う掘立柱塀の一部の可能性がある。

土坑  S K 569は 細長い溝状の上坑で、埋土から8

世紀の上師器甕・壺・杯が出土した。平面隅丸方形の土

元 S K 570～ 572は発掘区西半部で、平面不整形の上

坑 S K 573～ 576は同東半部でみられる。埋土中には 8

世紀の土器片や瓦片を合む。

3 出土遺物

遺物整理箱で 7箱分がある。主なものは柱穴や土坑か

ら出土した 8世紀の上器・土製品、瓦類である。

土坑 S K 569か ら出上 した土器には完形の土師器壷

B・ 杯 Cが各 1点ずつあり、甕や壷 Bに は加熱で煤が付

着したものもある。土製品には土坑 S K 574か ら出土し

た土馬と小型電の破片がある。

瓦類は丸・平瓦の小片のみである。

Ⅲ 第 34次調査の概要

1 基本層序・検出遺構

水田耕作土 (0。 2m)、 水田床土 (2～ 3層あり、0.3m)

の下で、東堀河 S D 017を 検出した。

埋土は、上から① 黄灰色砂質粘土混じリシルト

(0.8m、 図中 11・ 12層 )、 ② 灰色粘土及びシルト・砂

互層 (0.6m、 同13層 )、 ③ 灰色砂礫及びシルト・砂 (0.5

～ 0.8m、 同14～ 18層)の 3層に大別できる。

①層は、上下 2層に細分できる。上層 (図 中 H層 )

は乾田の下層上の様相を示し、13世紀前半頃の瓦器椀

―――__司

「〒
~|
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平城京東市跡推定地 。東堀河の調査 第 33・ 34次

TI第 34次調査 発掘区全景 (北から)

片を合む。下層 (同 12層 )は粘土質シル トブロックを

合み、埋立て上の様相を示す。

②層は、沼地の堆積層の様相を示す。上位は粘土が主

で、10世紀前半頃の土器片を合む。下位はシルト・砂

互層で、9世紀前半頃の上器片とウシやウマの骨も合む。

③層は、州を形成する砂礫と州に沿う流路内に堆積し

たシルト・砂で 1対 となる層が、腐植を合む灰色砂質粘

土混じリシルトの間層(図中16層 )を挟んで上下 2層 (上 :

図中 14・ 15層、下 :同 17・ 18層 )識別できる。全体

に8世紀中～後半頃の上器 。瓦類を多く合み、木片、モ

モ核やウリ等の種子、ウシやウマの骨も含む。

なお、底面は青灰色砂質シルト混じり粘上の地山に達

する。その標高は 54.6～ 54.9mで、前述した第 33次調

査地の奈良時代遺構面からの深さは 1.9～ 2.2mである。

2 出土遺物

遺物整理箱で 18箱分があり、大半が東堀河 S D 017

から出土した土器・瓦類である。主なものを記す。

SD017 ②層出土遺物 上位では 10世紀前半頃の

土師器皿・黒色土器A類杯の小片が出土した。上師器皿

はe手法で調整され、日縁部は外反する。下位では9世

紀前半頃の緑釉陶器椀の底部片 1点が出土した。

同 ③層出土遺物 土器・土製品には、8世紀中～後

半頃の土師器・須恵器・黒色土器A類・緑釉陶器と土馬、

増蝸がある。

土師器には、甕・壷 B・ 杯A・ 杯 B・ 椀A・ 皿A・ 高

杯・甑 。電等がある。杯Aや皿Aは、上層で出土したも

のは体部の内面にヨヨナデ、外面全体にヘラケズリを施

し、平城宮V・ Ⅵの段階の様相を示すが、下層で出上し

たものは体部内面に斜放射暗文を施し、平城宮Ⅲ・Ⅳの

段階の様相を示す。壷Bに は人面を塁書したものもある。

甑と電には小型の模造品もある。

須恵器には、甕・壷A・ 重 L・ 壺M・ 杯A・ 杯 B・ 杯蓋・

皿A・ 皿 C・ 高杯等がある。杯Bや杯蓋には硯に転用し

たものがある。壷には東海系のものもある。

黒色土器A類には杯と椀があり、上層で少量出上して

いる。杯は底部内面に螺旋暗文を施す。椀は内面にヘラ

ミガキ、外面全体にヘラケズリを施す。緑釉陶器は、椀

の底部片 1点が上層で出上している。

瓦類には丸・平瓦と埠がある。また、下層で斎串が 1

点出土している。

V 調査所見

第 33・ 34次調査で得られた所見は、以下の通りである。

① 十一坪の北西部では、東堀河の西肩から 17～ 18

mの空閑地を隔てて建物が建てられており、遺構の重複

関係から3時期以上の変遷が認められる。

② 東市跡推定地で初めて甕据付痕を伴う建物 (SB
564)を 確認した。

③ 東堀河S D 017は 、8世紀中～後半頃に付近の河川

から砂礫が流入して堆積し、9～ 10世紀前半頃にかけ

て沼地になった後、耕地化に伴い次第に埋め立てられ、

13世紀前半頃には埋没している。

④ 東堀河S D 017の 埋上については、層相や出土遺物

の時期を考慮すれば、今回の調査地の②層上位が第4次

調査地の上層、②層下位が同中層、③層が同下層とそれ

ぞれ対応すると判断できる。

TI第 33次調査 発掘区全景 (西から)

TI第 33次調査 発掘区全景 (東から)
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平城京東市跡推定地・東堀河の調査 第 33・ 34次

第 34次調査 発掘区

|-170,176

第 33次調査 発掘区

TI第 33。 34次調査 発掘区遺構平面図 (1/300)・ 遺構一覧表

十-148,970
S

叫
５７．。ｍ一

(水 田耕作土)

l 黄灰色砂質シルト
2 灰色砂質シルト

(水田床土)

3・ 4 灰色砂礫混じり砂質シルト
5 灰色砂質シルト
6 灰色砂礫混じり砂質シルト
7 責灰色礫混じリシルト質砂
8・ 9 黄灰色礫混じり砂質シルト
※ 各層上面に酸化鉄の集積層。

細根の孔隙が顕著。

(耕作濤埋土)

10 黄灰色砂質粘土混じリシルト

(東堀河 S D01埋土)

H 黄灰色砂質粘土混じリシルト、礫含む
12 黄灰色砂質粘土混じリシルト、礫と明

責褐色粘土質シルトブロック含む

13(上位)灰色粘土

(下位)灰色砂質シルト・砂互層
14 灰色砂質シルト・砂礫互層
15 灰色砂礫、腐植合む
16 灰色砂質粘土混じリシルト、腐植合む
17 灰色砂
18 灰色砂礫+22層 ブロック
※ ll・ 12層は過去の乾燥で生じた亀裂

や細根の孔隙が顕著。
13層は滞水時の堆積層。
15・ 18は砂礫の州の堆積層で、14・ 16・

17は州に沿つた流路の堆積層。

(柱穴埋土)

19 オリーブ黒色砂質粘土混じリシルト

(地 山)20 灰色砂礫
21 灰オリーブ色砂質粘土混じリシルト
22 青灰色砂質シルト混じり粘土

第 33次調査地
東壁

56.Om

550m

lm

遺構番号 棟方向
規模 桁行全長 柱間寸法 (m)

備考
桁行 ×梁行 (■1, m 桁 行 梁 行

S B 564 東西 2以上 xl以上 以 上
東から 2.4
-27 2.1

柱穴深さ0.5～ 0.6m。 埋甕据付痕
を伴う。

S B 565 東 西 1以上 ×I 1.65以 上 3.0 3.0 柱穴深さ 0。 1-0.3 mo S B 564・
S A 567と 併存しない。

S B 566 弓:】ヒ 2以上 ×2 4.5以 上 2.25等間 1.5等間
柱穴深さ 0,3～ 0.4mo S K 571と
併存 しない。

S A 567 東西 3以上 5.4以上 18等間 柱穴深さ0.lm。

S A 568 東西 2 1.65等間
柱穴深さ0.3～ 0.4mo S B 566よ
り新しくS K 570よ り古い。

遺構番号 平面形 平面規模 (m) 深さ (m) 主な出土遺物 備考

S K 569 長方形 東西 0.5x南北 3.6 0.2 8世紀の上師器・須恵器、平瓦
埋土 :暗灰黄色砂質シルト十地山シ
ルトブロック。

S K 570 隅丸方形 東西 0.9X南北 1.2 0.2 8世紀の上師器・須恵器
埋土 :暗灰黄色砂質シルト十地山シ
ルトブロックぅ

S K 571 隅丸方形 東西 1.lX南北 1.1 0,2 8世紀の上師器・須恵器、平瓦 埋土 :暗灰黄色砂質シルト。

S K 572 隅丸方形 東西 0.6× 南北 0.9 0.3 8世紀の上師器 。須恵器、平瓦
埋土 :灰色砂質シルト十地山シルト
ブロック。

S K573 不整形 東西 1.6x南北 3.1 0,1 8世紀の上師器
埋土 :暗灰黄色砂質粘上十地山シル
トブロック。

S K 574 不整形 易こE耳 2.2× 弓
=】

ヒ2.6 0.2
8世紀の上師器・須恵器、土馬、竃、
丸瓦

埋土 :暗灰黄色砂質粘上十地山シル
トブロック6

S K 575 不整形 東西 2.5× 南北 3.2以上 0.3 8世紀の上師器・須恵器、平瓦
埋土 :暗灰黄色砂質シルト十地山シ
ルトブロック。

S K 576 不整形 東西 4.0× 南北 0.7以上 0。 3 8世紀の上師器・須恵器 埋土 :暗灰黄色砂質シルト。

ど

‐ｍ 。

TI第 33・ 34次調査 土層図 (縦 :1/50、 横 :1/100)
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23.史跡大安寺旧境内の調査

奈良市教育委員会では、平成 18年度に、史跡大安寺

旧境内において計 3件の調査を実施 した。第 114次調

査は「塔院地区」の保存整備事業に係る発掘調査であり、

今年度は東塔地区の調査を行った。

また、第 115次 は八幡神社の施設改築、第 H6次は

個人住宅新築に伴 う現状変更許可申請に係る発掘調査

で、いずれ とも条件付き許可 となったものである。

平成 18年度史跡大安寺旧境内の調査 発掘調査一覧表

遺跡名 調査次数 事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

史跡大安寺旧境内 DA l14 保存整備事業 東九条町 1322他 H18.1027-1227 370面 松浦 。秋山

史跡大安寺旧境内 DA l15 神社施設改築 東九条町 1316 H18124～ 126 ２ｍ 原田香

史跡大安寺旧境内 DA l16 個人住宅新築 東九条町 13734 H 19219～ 2.28 ２ｍ 池田裕

「9 200m
|

|1上「|二年二
__上ギ_上|_|_

'li″ 1'|

史跡大安寺旧境内の調査 発掘区位置図 (1/5,000)
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(1)東塔地区の調査 第 114次

I はじめに

これまで、史跡大安寺旧境内保存整備事業に係る発掘

調査 として、平成 13年度から 17年度にかけては西塔

跡の調査を行なってきたが、本年度は東塔基壇の規模確

認を主目的に、東塔跡周辺の確認調査を行なった。

東塔跡については、昭和 49年に現土壇の擁壁工事に

際して小規模な調査が行なわれており、土壇南西裾で基

垣化粧の一部 (延石)が確認されている。このことから、

現在の擁壁ブロックで囲まれた土壇が東塔基壇 とほぼ一

致すると推定されていた。

今回の調査では、東塔跡の現状をなるべ く維持するた

め、土壇裾から外側にかけて調査区を設定した。第 1発

掘区は土壇南側に、基壇南辺および塔の囲続施設の確認

を目的として設けた。第 2発掘区は土壇西側に、基壇西

辺および囲続施設の確認を目的として設けた。第 3発掘

区は土壇北側に、基壇の南北長確認のため設けた。第 4

発掘区は塔跡の南西 20mほ どのところに島状に残る、

東西に長い高まり部分 (以下、南西マウンド)の確認を

目的として設けた。

I 基本層序

擁壁で囲まれた現土壇以外、周囲は概ね水田となって

おり、旧地形はその耕作によつて削平されている。その

ため、西塔跡で見られたような塔の崩落による堆積物は

ほとんど残っていない。唯一、厚い堆積層が残っていた

のは南側の畑地になっていた部分で、南西マウンドから

塔跡へ続 く高まりとなっている。塔跡周囲の堆積層はこ

の南側部分を除 くと、第 1発掘区南東部で地山 と耕作

上の間に薄い砂質の遺物包含層がある以外は、槻ね水田

耕作土直下が黄灰色粘土の地山となる。

南側に残る堆積層の基本層序は、現地表に黒灰色の耕

作土および腐植上が 0.1～ 0.15mあ り、この下に近～

現代の掘 り込みがある。以下、瓦を多量に合む黒色～暗

赤色の炭混じり焼上が 0.2m前後、明黄灰色～暗黄灰色

上が 0,15～ 0。 3m、 暗黄灰色粘質上が 0.lm前後、暗

黄色シル ト質粘土が 0.15m前後、濁灰黄色砂混上が 0。 1

m程度、濁暗黄色砂礫混シル ト質上が 0.15m程度で黄

灰色礫混粘上の地山に至る。また、階段部分には盛土 と

考えられる、褐灰色土、暗褐灰色土が認められる。

焼土層には鎌倉時代の瓦が多 く含まれ、シル ト質粘土

層には奈良～平安時代の瓦が含まれる。また、焼土層よ

り上から凝灰岩切石を抜き取るための掘 り込みが入つて

いる。なお、濁灰黄色砂混土層は後述する石敷きの内側

下部の上に相当し、石敷き外側には灰褐色シル ト質土が

堆積 している。濁暗黄色砂礫混シル ト質土層は整地層 と

考えられ、同様の整地層は西 。北側にも認められる。

地山は黄灰色礫混粘土・黄色粘土・橙色砂質土など、

場所によって異なる。標高は南東から北西に向かつて低

くなり、第 4発掘区南部で 60。 9m前後、基壇周縁付近

は 60。 6～ 60.7m、 第 2発掘区西部で 60.4m前後であ

る。

Ⅲ 検出遺構

東塔跡に関連する遺構もしくはその可能性がある遺構

は、東塔基壇 (南。北・西階段および基壇辺)の ほか、清、

土坑、石敷きがある。その他の検出遺構 として、古墳時

代以前の柱穴群、溝、土坑、流路、奈良～平安時代の柱

列、溝、土坑、鎌倉時代以降の池状遺構、江戸時代以降

の盛土などがある。

東塔に関連する遺構

東塔基壇 第 1・ 2・ 3発掘区において南 。西 。北階

段部分および基垣辺を確認 した。南・北階段は延石のみ

残存 していたが、西階段の切石は全 く残っていなかった。

基壇辺も、昭和 49年に確認されていた南西部の延石が

残るのみで他は残っていなかった。ほとんどの外装切石

は後世に抜き取られているが、延石が据えられていた部

分は薄い水成堆積砂が沼まつており、比較的明瞭に据付

け位置が確認できた。

南階段は後世の凝灰岩抜き取 りによって階段部分を構

成する盛土も大きく削られていたが、一部には盛土 と思

われる土層が確認できる。階段部分の様相を見ると、内発掘区位置図 (Vl,000)
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史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第 114次

黒灰色±           5 黒色～暗赤色焼±     9
黄色小礫混±         6 明責灰色～暗責灰褐色±  10
暗褐色±           7 暗黄灰色粘質土     H
暗黄褐色土 (外装抜き取り痕) 8 暗黄色シルト質粘±   12

61.00m

2m
１

２

３

４

濁暗灰黄色土

濁灰黄色砂混土

濁暗黄色砂礫混シルト質±  13 暗褐灰色上

褐灰色土         キa～ dは近現代の掘り込み

第 1発掘区北端部西壁上層図 (1/50)

側には延石よりも高 くまで地山が残ってお り、少なくと

も厚さ0.4m以上周囲を削ることによって壇を形成 して

いることがわかる。北・西階段でも地山が一段高 く残っ

ている。このような「削り出し」の手法は西塔基壇 とは

異なっている。また、西塔基壇で見 られたような丁寧な

版築層は確認できず、削 り出した地山の上に比較的厚い

盛土を重ねて階段部分は築成されている。

階段の規模は、南階段が延石の外幅で推定幅約 5.4m、

出が約 1.6mで、西塔基壇 と同規模である。西階段も痕

跡から幅約 5,4m、 出が約 1.6m。 北階段の幅は不明で、

出はやや長 く1.67m位 に推定復元される。延石の使用

石材は概ね長さ 100cm前後、幅約 40cmの凝灰岩切石で、

基本的に規格は揃えていたと見 られる。ただし一部には

寸法合わせのための短いものも用いられている。

階段部分以外の基壇縁辺にも階段延石から続 く延石据

付痕跡が確認できた。その前面に沿う幅 0.5m前後、深

さ 0。05mの S D 01は 、西塔跡でも認められた延石前

面の濤状の窪みであるが、やはり玉石や切石などは認め

られず、 この窪み自体が雨落溝 と確定するには至 らな

かつた。南階段南西角付近ではここから奈良三彩陶器片

がまとまって出上 した。

東塔基壇全体の規模 は、南北階段先端間の距離が

24.45m、 南辺延石 と北辺延石据付痕跡 との外縁の距

離が約 21mである。西塔基壇に比べ南北階段先端間は

0。 15mほ ど長いが、西塔基壇 自体の東西 と南北の距離

も0,lm程度の違いが見られることから、同じ規格の誤

差範囲と考えるのが妥当と思われる。

東西両基壇の位置関係については、推定中心間でほぼ

9               1pm l

第 1発掘区遺構平面図 (V250)

|

網掛けは未完掘部
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135mあ り、東塔の方が中心位置で約 0.5m南 に位置

する。南北両階段 と南西辺の延石底面および西階段の延

石据付痕跡の標高はいずれもほぼ 60.65mで 、西塔 よ

史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第 114次

り約 lm高い。

溝 S D 02・ 03 S D 02は 、西階段前 を南北 には

しる幅約 lm、 深さ約 0,2mの溝で、北側で不明瞭 と

-16,790

|

六

一
-148275

第 2発掘区遺構平面図 (V250)

-81-

塔跡および第 1発掘区北部 (南から) 第 1発掘区南階段延石 (南から)

第 2発掘区 (西から) 第 2発掘区西階段 (南西から)
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史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第114久

なっている。S D 03は 北階段前を東西にはしる幅約 1.2

m、 深さ約 0。 35mの溝である。 S D 03は 壁面が段を

なして立ち上がり、深さも深 く、形状的にはS D 02よ

りもしっかりとしている。この両者の溝は西塔跡で認め

られた基壇を廻る周清と位置的に対応し、同様の遺構で

ある可能性が高い。ただし、西塔に比べ幅が狭 く深い。

今回の調査では両者が直接繋がっているかどうかは確認

していないが、両者とも埋土に砂層が認められ、同じ機

能をもっていたものと考えられる。

土坑 S K 01 西階段前で検出した、一辺約 1.5mの

平両方形、深さ約 lmの断面方形掘形の上坑。柱の抜き

取り穴と思われる痕跡と重なっており、柱が立てられて

いた可能性が高い。抜き取り穴埋土には拳大の礫がいく

つか含まれていた。S D 02よ りも古いが、遺物からは

奈良時代以降のものと判断される。一連の建物となるよ

うな掘形は確認できず、東塔との関連は不明であるが、

位置と時期から東塔建立と何らかの関わりがある可能性

―
  -148,269

|

-16,782
0                    5m

第 3発掘区遺構平面図 (1/150)

が考えられる。

石敷きS X 01 南階段前か ら南に延びる参道状の石

敷きである。南端は本調査区内では水田耕作によって削

られ不明であり、残存部も南半は後世の掘削で大きく壊

されている。幅約 0。 8m、 残存長約 14mで、横断面が

蒲鉾状を呈し、中央が基底から約 0.lm盛 り上がる。両

側に長さ 20cm程度の見切 り石を縦長に並べ、その内側

に蒲鉾状に盛った土の表面に拳大以下の円礫・亜角礫を

敷き詰めている。石はタイル張 りのように表面を覆って

いるのみで、下方から持ち送 りにはなっていない。特に

敷設単位は認められず、北から3m以南は表面の石が崩

れている部分が多い。

主軸が基壇の中軸線に揃 うことから、塔を意識 したも

のと判断できるが、石敷きの下層から9世紀後半と見ら

れる土器が出上 しており、創建当初に敷設されたもので

はないようである。またその形状から常用の参道 として

機能 したものではない可能性が高い。

以上の他に、階段前付近に小穴がいくつか認められる。

足場穴の可能性も考えられるが、確定できない。

古墳時代挑前の遺構

掘立柱穴群 第 2発掘区西部において検出した柱穴

のいくつかは、掘形および並びが方位に対して振れてい

第 3発掘区 (西から) 石敷きS X 01(南から)
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-16,779

|

L.H:61.5m

南
半

0                               2m

石敷きS X 01平面・断面図 (1/40)

史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第 114次

-148,299
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半
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史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査

-16,791

|

第 H4次

大

―

 -148,310

1  
呈コーrす――トーーーーーfm

第4発掘区遺構平面図 (1/150)

る (北で東に約 30°)も のがある。これらは古墳時代以

前の建物跡 と考えられるが、時期が確定できる遺物は出

土していない。今回の調査区内では明確な建物を認定し

得ないが、柱間寸法が一間 1.4mほ どの建物があったも

のと推定される。

溝 S D 04 第 2発掘区で検出した、幅 1.5m前後、

深さ約 0,2mの 南北溝で、北で東にやや振れる。発掘区

北端で曲がるか、他の溝 と重なっているものと考えられ

るが、平面検出でとどめた。 S K 01よ り古 く、埋土は

暗紫灰色上で 6～ 7世紀の上器が含まれている。

土坑 S K 02～ 07 S K 02は 第 2発掘区西端で検出

した、直径約 lm、 深 さ lm以上の平面円形の土坑。

6～ 7世紀の須恵器片が出土 した。 S K 03～ 07は第

2発掘区西階段前の S D 01埋土や整地上などを全て取

第4発掘区 (南から)

り除いた後、地山上面で検出した土坑であり、少な くと

も基壇築成前のもの と判断される。 S K 07以外は掘 り

下げていないため詳細は不明であるが、 S K 03は上面

部で古墳時代のものと考えられる土器片が出上 してお

り、 S K 04は埋上の上面に階段延石の破片が残ってい

た。 S K 07は一辺 lm前後の平面方形状で、深さ約 0。 2

mの上坑。時期が決定できる遺物は無いが、基壇築成前

のものである可能性が高い。これらの土坑の埋土は概ね

暗紫灰色上である。

溝 S D 05 第 1発掘区南部で検出した、幅 1.2m前後、

深さ約 0.4mの 旧流路である。埋土は砂で下層から弥生

時代前期、上層からは6世紀頃の土器が出土している。

古墳時代以前の遺構については、基本的に確認のみに

とどめている。

奈良～平安時代の遺構

掘立柱列 第 4発掘区南部で検出した柱穴は東西に

延びる2列の柱列の一部 と推測される。柱筋が揃 うこと

から東西棟建物の一部である可能性もある。柱間一間分

(1.8m)を 検出したのみで詳細は不明。それぞれ外側

に直径 0.2m程度の小穴が伴 う。

溝 S D 06 第 4発掘区の柱列の合間をはしる、幅約

lm、 深さ約 0,3mの東西溝。上面には瓦片が多 く散つ

ていた。柱列 との新旧FEl係は不明である。
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(第3発掘区)

(第 2発掘区)

(第 1発掘区)

上坑S K 08 第4-発掘区南東隅にわずかにかかる土|

抗である。平面形は不明であり、長さ2.5m以上、深さ0,2

m以上。埋とから10世紀頃の緑釉陶器が出上した。

柱列(.S D06と もにS K 08に嬢されてヤゝることから、

これらの遺構の時期は奈良～平安時代と推定する.。

鎌倉時代メ降の遺構

S X 02第 2発掘区で検出した池状の掘り込み。南

北 13m程度、東西の長さは不明であるが、東は発掘区

史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第 l14次

-16,775

|

外 10m以 内で収まる。深さ約 lmで、康面は南北-10

mほどにわたってほぼ水平で両肩のみ立ち上がる。底部

から瓦質土器片が出土しており、最下層の粘上が溜まっ

た後に流れ込んだ遺物には江戸時代と見られる陶器片が

混じる。理上の進横から見ると一時期に沼地状になって

いたようで、その上に後述の盛上がなされている。用途

不明であるわヽ 塔-1こ直接関係したものではないと考える。

S X 03 南西マウンドとした高まりである。そもそ

職
翻
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史跡大安寺旧境内 (東塔地区)の調査 第114次

も第 4発掘区を設定した目的は、この塔跡南西に島状に

残る高まりが何であるかを確認することであった。現況、

東西約 21m、 南北約 8m、 北側の水田からの高さ約 1.4

mの長方形状のマウンドである。断ち割って確認 した結

果、奈良時代の瓦片を多 く合む土によって盛 り上げられ

たもので、その直下に先述の S X 02が あることがわかっ

た。盛土内には江戸時代 とみられる染付け陶磁器片が合

まれており、近世以降に周辺を削平 した上を積み上げた

ものと考えられる。中央部で厚さ約 1.6mである。

V 出土遺物

出土遺物は整理箱で 260箱あ り、そのほとんどが瓦

類である。整理未了のため詳細は不明であるが、軒丸瓦

には 6138型式 E種、7251型式A種、および「大安寺」「大

安寺塔」の文字瓦、軒平瓦には 6664型式A種、6712

型式A・ B種、および「大安寺賓塔」の文字瓦が見られる。

このうち文字瓦は鎌倉時代の塔修理に使用された瓦 と考

えられ、焼土層から多量に出土した①奈良～平安時代の

瓦は延石直前部分の晴責色シル ト質粘土に覆われていた

ものが大半を占める。この他瓦類には鬼瓦、嬉がある。

土器類は少なく、ほとんどは各層中に 1～ 2cmの小片

で混在 しているものであり、土師器皿の破片が多いよう

である。南階段南西角付近で奈良三彩陶器壺の破片がま

とまって出土したほか、若干の奈良三彩陶器片が出土し

ている。第 4発掘区 S K 08か らは緑釉陶器小片が出土

した。その他、弥生～古墳時代の土器が出土 している。

V 調査所見

今回の調査で東塔基壇の規模が確認できた。寸法に若

干の誤差が見られるものの、両塔基壇は同規格であった

とみてよいだろう。ただし、東塔の基壇化粧の残存状態

は西塔に比べてかなり悪 く、復元すると基壇自体も東辺

が大きく削られていると判断され、現在の擁壁で囲まれ

た土壇の東辺は 1.5皿ほど基壇内側に入 り込んでいる。

基壇の構造についても西塔 と同じ壇正積基壇である

ことは間違いないと考えられるが、階段部分では地山の

削 り出しによって壇が形成 されていることが確認され

た。これは西塔基壇が階段部分を含めて基底面より下か

ら整地を行ない、その上に丁寧な版築を施 しているのと

は大きく異なっている。地形的な要因が大きいと考えら

れるが、築造工程に違いが見 られることは両塔の築造の

背景を考えるうえで重要である。

文献史料に出て くる鎌倉期の東塔修理については今回

の調査結果から事実 と判断することができる。13世紀

中頃の修理の際に用いられた瓦とみられる「大安寺賓塔」

などの文字瓦が焼土中から多量に出土 したことは、修理

後、最終的に東塔が焼け崩れたことを示している。

南階段前の石敷きは、遺物の出土状況からみて、 9世

紀後半～ 10世紀後半までの間に敷設されたものと考え

られる。従って、 8世紀中頃とされる東塔創建時に設け

られたものではなく、後世に付け加えられたものと判断

される。幅が狭 く、形状的にも上面が曲面をなしていて

歩きイこくいことから、実際の通路 として機能していたと

は考えにくく、装飾的もしくは一時的なものとしての可

能性が高いと考えられる。そして、この時期もしくはそ

れ以降も合めて、南が東塔の正面 として意識されていた

と考えられる。

今回の調査は東塔基壇の規模および残存状況の確認を

主眼としたため、その他の諸遺構に関しては全体像を確

認していないものもある。また、塔周囲に推定されてい

る回廊等の囲続施設については今回の調査でもその存在

は確認 し得なかった。 (松浦五輪美)

転 泳み
DA第

1拷彰催艤 咄 /0
北階段前瓦出土状態 (北東から)
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(2)塔院地区の調査 第 115次

I はじめに

調査地は、大安寺旧境内の伽藍復原によると塔院に

当たり、東塔の北側やや西寄 りに位置する。現在は八幡

神社の境内である。神社境内で発掘調査を行 うのは今回

が初めてであり、大安寺塔院内の様相を確認することを

目的に調査を行つた。発掘区は東西 3.5m、 南北 1.5m

の浄化槽設置坑の掘形に合わせて設定した。

I 基本層序

上か ら表土 (暗茶褐色土 )、 整地上 A(黄灰色土 )、

標高 60。 7～ 60。 8mで整地上 B(黄茶灰色土以下土層

図 5～ 11)と 続き、標高 60.3～ 60.4mで礫混じりの

灰茶色粘上の地山に至る。

整地上A(黄灰色土)は、神社境内の基本的な地盤造

成土 とみられ、厚さは 0.7m程である。キメが細か く均

質で、瓦や土師器の破片、わずかな須恵器の細片を合む。

土器のほとんどが細片のため詳細な時期を判別できるも

のはない。他に平安時代以降の軒平瓦、整地土 B直上か

ら奈良時代の軒平瓦 6664型式 R種、鉄釘が出土 した。

整地上 B(黄茶灰色土以下)は、厚さ 0,4～ 0.5mで

やや固 く締まつており、厚さ 0。 1～ 0.2m程の層状の堆

積が観察できる。地山直上から 11世紀中頃～後半の上

師器皿片、下層部から9世紀中頃～ 11世紀中頃の黒色

土器A類椀片が出上 した。他に軒丸瓦 6137型式A種、

軒平瓦 6716型式 C種、丸瓦片、平瓦片、土師器片、須

恵器片、円筒埴輪片、鉄釘が出土した。

Ⅲ 検出遺構

整地土 B上面に据 えられた石列を検出 した。また、

表土直下から黄茶灰色土まで達する撹乱土坑 2基が掘 り

込まれており、これらの埋土には江戸時代末期の上師器

や明治時代以降の磁器などの他、後述の凝灰岩製部材 と

同様の部材片が合まれている。

整地上 B上面の石列は、破損 した凝灰岩製部材の北

端を揃えて東西に並べたもので、東側が縦 50cm× 横 75

cm× 厚さ 1 5cm、 西側が縦 53cm× 横 55cm× 厚さ 1 5cmで、

切欠きなどの加工痕跡があり、羽目石などの基壇外装石

を転用 したものである。これらを据えるための掘形はな

く、整地の最終段階で、石の上面がほぼ水平になるよう

に瓦片や石を敷き重ねて調整 したうえで据え、上半分を

露出させた状態で埋め込んでいる。この石列の両端は、

前述の上坑により撹乱されているが、土坑埋上に同様の

部材が合まれていたことから、他にも石が据えられてい

６

　
７

o            2m

DA第 115次調査 発掘区遺構平面図 (1/80)

W
L.H:61.8m

灰茶色土 (整地上B)

灰色粘質土 (整地上 B)

茶灰色土 (整地上B)

灰色土 (凝灰岩屑混じり)(整地土 B)

灰茶色粘質土 (整地上B)

灰茶色粘土 (礫混じり)(地山)

o            2m

l 暗茶褐色土 (表土 )

2 淡灰色土 (境乱土坑 )

3 暗茶褐色土・黄灰色土 (境乱土坑 )

4 黄灰色土 (整地上A)
5 黄茶灰色土 (整地上B)

6 灰茶色砂質土 (整地土B)

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

(原田香織 )

DA第 115次調査 発据区東壁・南壁土層図 (1/80)

V 出土遺物

出土した遺物のうち、軒瓦について述べる。軒瓦は6

点ある。軒丸瓦の内訳は 6137型式A種 1点、平安時代

以降のもの 2点 (撹乱土坑)で、軒平瓦の内訳は 6664

型式 R種 1点、6716型式 C種 1点、平安時代以降のも

の 1点である。整地上 B出土の 6137型式A種 と6716

型式C種はいわゆる大安寺式軒瓦で、組み合う小型瓦の

一対である。整地上A出上の 6664型式 R種は大安寺創

建瓦 6664型式A種によく似るが、A種が上・下外区の

珠紋数が 21な のに対 し、 R種は 19の ため、内区唐草

紋 と珠紋の位置関係が異なる。段顎 ILで、顎面はヨヨ

ケズリ。平瓦部凸面は斜位の縄タタキを行 うが、狭端か

ら幅 9.Ocmほ どは横位の縄タタキ。瓦当側面はタテケズ

発掘区全景 (南から)

た可能性がある。
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凸面
D Att 115次 調査

り。凹面は瓦当側を幅 4.Omほ どヨヨケズリし、後方は

タテケズリするが、狭端から幅 5.Ocmほ どは一部布目痕

を残す。注目されるのは 6664型式 R種が、後期難波宮

創建瓦である難波宮 6664型式 B種 と同絶で、造瓦技法

も共通することである。6664型式 R種は大和では山田

道の調査で 1点出土 したのみで、大安寺のみならず平城

京内では初めての出土例 となる。いかなる背景で大安

寺に搬入されたか興味深いことであるが、現段階では不

明。ただし、6664型式 R種が難波宮創建瓦で 8世紀第

2四半期の製作年代が与えられていることに対し、大安

寺での出土地が、奈良時代後半以降に整備されたとみら

れる塔院地区から出土 していることからみて、生産地か

ら直接に搬入されたとは考えにくい。むしろ6664型式

R種を合む難波宮の瓦は、長岡宮造営時に資材 として運

ばれていることが判明していることから、難波宮から長

岡宮を経て、長岡宮造営以後に大安寺へ搬入されたとみ

るのが妥当と考える。このようなことから、今回出土 し

出土軒平瓦 (1/4)    
凹面

た 6664型式 R種は、史料からは明確ではない大安寺塔

院の造営時期を考える上で、貴重な資料 と位置づけるこ

とができる。

V 調査所見

(原田憲二郎)

今回の調査では奈良時代の遺構はなかったが、 2時期

の整地を確認 した。まずは平安時代後期以降に地山直上

に造成された整地上 Bで、この上面には、大安寺伽藍に

使用されていたと思われる基壇外装石を2次的に転用 し

た石列があるが、整地の目的や石列の性格は明らかでは

ない。その後造成された整地土Aは、神社境内の整備に

伴 う整地によるものである。八幡神社は大安寺の鎮守社

として平安時代に建立されたものであるが、現在地への

移建の時期は不明で、今回の調査でも明らかにすること

には至らなかった。 (原田香織 )

1)吹田市教育委員会『七尾瓦窯跡 (工房跡)』 1999の Cタ イプの技法。

2)奈文研「山田道第 2・ 3次調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査lDqt報 21』 1991

3)奈良市史編集審議会『奈良市史社寺編』1985奈良市
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